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l乙

宋
代
の
官
回
に
つ
い
て
は
、
乙
れ
を
園
家
の
土
地
政
策
と
い
う
規
貼
か
ら
系
統
的
に
論
じ
た
研
究
は
少
な
い
。
か
つ
て
、
宋
代
の
土
地
所
有

が
封
建
的
園
有
制
で
あ
っ
た
か
地
主
的
土
地
所
有
で
あ
っ
た
か
と
い
う
論
争
の
中
で
、
官
田
の
比
重
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
南
宋
の

官
回
の
種
類
や
そ
の
生
産
形
態
を
概
観
し
た
も
の
、
或
い
は
経
営
類
型
を
分
析
し
た
も
の
は
あ
る
が
、
{
呂
田
と
民
田
と
に
於
け
る
土
地
政
策
上

の
差
異
が
充
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
宋
代
土
地
所
有
制
の
基
本
性
格
に
つ
い
て
我
々
が
ま
だ
充

1 



主

分
な
認
識
を
持
ち
得
て
い
な
い
と
い
う
大
き
な
理
由
の
他
に
、
宋
代
に
於
け
る
官
回
の
総
量
が
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る

ま
に
、
官
田
と
稿
せ
ら
れ
る
地
目
が
多
種
に
わ
に
り
、
か
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
来
歴
や
運
用
方
法
が
一
様
で
な
か
っ
た
こ
と
等
を
あ
げ
る
乙

ζ
ト」、

と
が
で
き
よ
う
。

と
り
わ
け
耕
作
者
「
佃
戸
」
に
閲
す
る
問
題
ぞ
扱
っ
た
諸
研
究
に
於
い
て
、
様
々
の
論

貼
を
提
起
す
る
根
援
と
さ
れ
た
史
料
の
多
く
は
官
田
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
官
荘
客
戸
の
身
分
的
隷
属
、

権
」
、
刻
佃
な
ど
、
官
固
に
見
ら
れ
た
諸
種
の
事
例
・
慣
行
が
、

的
に
民
固
に
も
移
さ
れ
て
解
稗
さ
れ
る
乙
と
も
多
い
。

し
か
し
、

乙
れ
ま
で
の
宋
代
の
土
地
制
度
の
研
究
、

所
謂
「
佃

等
し
く
「
佃
戸
制
」
乃
至
は
小
作
関
係
と
い
う
範
晴
で
と
ら
え
ら
れ
、
並
行

宋
代
の
官
田
は
、
車
に
民
田
と
の
地
自
の
相
達
、
或
い
は
帳
籍
上
の
差
異
と
い
っ
た
形
式
的
な
ち
が
い
だ
け
で
な
く
、
園
家
の
土
地
規
制
の

あ
り
方
に
於
い
て
、
民
田
と
は
異
な
る
面
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一口

に
官
回
と
い
っ
て
も
、

宋
代
に
於
け
る
官
回
の
地
目
は
多
様
で
あ
る
。

開
字
国
や
職
田
の
他
、

軍
事
・
園
防
の
目
的
で
設
営
さ
れ
に
屯
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田
・
官
班
が
あ
る
。
但
し
宋
代
の
屯
田
の
う
ち
に
は
、
周
知
の
如
く
、
五
代
の
時
期
に
諸
園
が
園
境
接
壌
地
帯
に
設
営
し
た
屯
田
で
、
宋
朝
の

征
服
後
、
事
買
上
民
固
化
し
て
い
に
特
殊
な
も
の
を
含
む
。
ま
に
笹
田
も
、
そ
の
内
貫
は
様
々
で
あ
っ
た
が
官
回
と
し
て
運
営
さ
れ
た
。
荒
田

や
逃
回
、
戸
絶
回
と
い
っ
た
無
主
の
地
も
官
田
で
あ
り
、
籍
浪
田
や
折
納
田

・
抵
嘗
田
な
ど
、
政
治
・
経
済
上
の
理
由
で
浪
牧
さ
れ
に
の
ち
、

官
回
と
し
て
運
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
宋
代
に
於
い
て
は
、
官
が
民
団
か
ら
牧
め
る
の
は
税
で
あ
り
、
官
田
か
ら
牧
め
る
の
は
租
で
あ
か
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
原
則

上
の
匡
別
で
あ
っ
て
、
現
買
の
土
地
政
策
に
於
い
て
は
複
雑
な
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
例
え
ば
荒
田
で
は
、
請
佃
後
一
定
年
限
は
無
税
で
、
耕

作
者
が
雨
税
を
負
措
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
で
田
土
を
給
し
て
税
戸
化
さ
せ
る
政
策
が
と
ら
れ
て
い
九
し
、
逃
固
に
於
い
て
は
、
請
佃
に

首
っ
て
客
戸
に
よ
る
租
佃
を
原
則
と
し
て
排
除
し
つ
つ
、
税
戸
に
請
佃
さ
せ
、
逃
去
後
の
年
数
に
鷹
じ
て
税
額
を
遁
減
さ
せ
る
方
式
が
採
用
さ

れ
て
い
仏
。
皐
田
や
職
田
・
官
妊
で
租
課
が
徴
牧
さ
れ
て
い
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
営
団
の
う
ち
に
は
、
も
と
税
額
を
有
し
て



い
た
回
土
で
租
謀
。
そ
貼
納
骨
四
せ
ら
れ
に
田
土
も
含
ま
れ
て
い
七
。
乙
の
よ
う
に
宋
代
の
官
回
の
う
ち
に
は
、
常
に
租
佃
を
原
則
と
し
て
運
営
さ

れ
、
租
謀
の
徴
放
の
み
を
目
的
と
し
た
官
田
の
他
、
も
と
税
回
で
あ
っ
た
が
或
る
契
機
で
官
固
化
さ
れ
て
租
課
を
牧
め
さ
せ
た
官
田
、
或
い
は

税
固
と
し
て
南
税
額
を
継
承
す
る
ま
で
の
問
、
経
過
的
に
官
田
と
し
て
運
営
さ
れ
、
必
ず
し
も
租
佃
さ
せ
な
か
っ
た
官
回
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
来
歴
の
多
様
性
と
相
侠
っ
て
、
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
宋
代
の
官
回
の
多
く
は
、
官
司
の
手
に
よ
っ
て
出
買
さ
れ

一
定
の
債
格
で
耕
作
者
に
、
或
い
は
別
人
に
承
買
さ
れ
て
い
た
。
出

買
の
劉
象
と
さ
れ
た
官
回
の
地
目
は
、
北
宋
前
期
に
は
一
踊
州
官
証
券
』
除
い
て
籍
波
田
や
戸
絶
田
ピ
け
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
折
納
田
・
抵
嘗
田

等
の
波
官
田
も
戸
紐
固
と
同
じ
方
法
で
出
貰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
宋
末
期
に
は
殆
ど
全
て
の
官
固
に
つ
い
て
出
買
策
が
と
ら
れ
た
。
乙
れ

は
約
一
年
で
中
止
さ
れ
た
が
、
南
宋
に
入
る
と
籍
、復
・
戸
紐
等
の
波
宮
田
ピ
け
で
な
く
、
沙
田
や
荒
田
、
さ
ら
に
は
管
田
も
出
費
さ
れ
、
何
度

か
の
短
い
中
断
期
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぽ
南
宋
一
代
弘
官
、
通
じ
て
、
出
貰
策
が
と
ら
れ
て
い
に
の
で
あ
る
。
ご
く
大
雑
把
に
い
っ
て
、
宋
代
を

通
じ
て
出
賀
劃
象
と
さ
れ
な
か
っ
た
官
回
は
、
皐
田
・
職
田
や
進
境
の
屯
田
、
官
荘
等
、
軍
事
・
行
政
・
財
政
面
で
直
接
園
家
の
利
害
に
か
か

わ
る
官
回
と
、
事
責
上
民
固
化
し
て
い
た
特
殊
な
官
田
に
限
ら
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
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宋
代
の
官
田
出
貰
策
は
、
園
家
の
土
地
政
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
推
移
を
た
ど
り
、
そ
の
賓
施
に
首
っ
て
い
か
な
る
問
題
が
生
じ
て
い
に

か
、
と
り
わ
け
耕
作
者
の
位
置
に
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
、

ζ

れ
ら
の
諸
貼
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宋
代
官
田
の
持
つ
一
面

逢
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

官
回
出
費
策
の
推
移

付

オヒ

宋

期

3 

唐
末
・
五
代
の
時
期
に
於
け
る
官
田
針
策
に
つ
い
て
、
今
乙
れ
を
全
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
の
基
調
が
出
買
を
仲
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わ
な
い
租
佃
で
あ
っ
た
ζ

と
は
ほ
ぼ
確
貫
で
あ
る
。

例
え
ば
逃
田

・
荒
田
に
つ
い
て
は
、

宋
代
と
は
異
な
る
方
法
で
租
佃
さ
れ
て
い
た
し
、

籍
渡
田
に
つ
い
て
は
、
一
例
と
し
て
、
京
兆
予
の
繋

同

韓
が
葉
鯨
に
有
し
て
い
に
田
業
が
籍
浪
さ
れ
、
費
暦
中
(
八
二
五
|
八
二
六
)
ま
で
に
は
「
百
姓
に
分
給
」
さ
れ
て
い
た
事
賓
が
あ
る
が
、
乙
の

分
給
が
出
買
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
に
、
後
唐
の
頃
に
は
籍
浪
田
は
戸
部
に
属
し
て
功
臣
へ
の
賜
固
に
充
て
、
請
射
を

禁
じ
て
い
か
か
ら
、
蛍
時
一
般
に
籍
渡
田
は
租
佃
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
後
周
に
於
い
て
も
在
官
田
は
営
田
戸
部
に
属
し
て
い
川
。
ま

に、

笹
田
に
つ
い
て
は
、
後
周
世
宗
の
時
、
戸
部
営
団
を
蔵
し
て
元
額
の
租
課
の
ま
ま
客
戸
に
田
土
を
興
え
て
自
立
さ
せ
た
例
が
あ
る
。
乙
れ

ら
は
皆
、
首
時
の
官
由
経
営
の
基
調
、
が
租
佃
で
あ
り
、
耕
作
者
に
田
土
を
給
す
る
政
策
に
於
い
て
も
、
出
貰
と
い
う
措
置
ぞ
伴
う
も
の
で
は
な

か
っ
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

宋
代
に
な
る
と
、
戸
紹
回
や
籍
波
田
が
佑
直
し
て
出
買
さ
れ
た
事
例
が
出
て
く
る
。
文
同
の
『
丹
淵
集
』
巻
三
九
「
太
子
中
舎
王
君
墓
誌

銘」

に
は
、
十
一
世
紀
初
頭
の
頃
、
輔
運
使
と
し
て
萄
に
在
っ

た
張
詠
が
、

「
五
州
の
絶
戸
の
遺
回
」
を
寅
り
、
数
月
な
ら
ず
し
て
銭
四
百
高
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を
得
た
と
い
う
例
が
見
え
る
が
、

ζ

れ
は
多
分
萄
に
於
け
る
特
例
で
あ
つ
に
と
思
わ
れ
る
。
ま
に
『
績
責
治
逼
鑑
長
編
』
(
以
下
『
長
編
』
と
略

相
情
)
巻
七
一
、
大
中
鮮
符
二
年
〈

一
O
O九
)
五
月
戊
寅
の
僚
に
は
、
戸
絶
の
後
、
妻
が
習
産
し
て
他
族
に
遁
し
、
事
が
護
魔
し
た
の
で
佑
債
し

に
支
興
し
た
例
が
見
え
る
。
混
官
の
後
佑
買
し
た
例
で
は
あ
る
が
、

て
買
い
と
っ
た
が
、
有
司
が
議
し
、
法
に
準
じ
て
産
業
を
渡
官
し
た
の
に
劉
し
、

員
宗
の
命
で
妻
に
産
業
を
給
し
、
佑
銭
を
納
め
さ
せ
て
遺
族

な
お
「
戸
令
」
の
俊
文
の
主
島
を
外
れ
な
い
措
置
で
あ
り
、
本
格
的
な
出

賀
策
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
と
の
頃
に
は
既
に
宋
朝
政
権
も
安
定
し
、
盛
ん
に
田
土
の
買
買

・
典
頁
買
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
萄
に
於
い

て
、
回
土
が
典
賀
さ
れ
て
典
主
の
手
に
移
っ

た
後
に
業
主
が
戸
絶
し
た
場
合
に
は
、

ら
せ
る
ζ

と
と
し
て
い
る
。

そ
の
国
土
は
官
に
納
め
て
検
佑
し
、

人
を
召
し
て
買
い
取

衣
K
、
籍
浪
固
に
つ
い
て
見
る
と
、

つ
と
に
加
藤
繁
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、

の
ち
宮
崎
市
定
氏
に
よ
っ
て
宋
初
に
於
け
る
一
国
的
大
土
地



所
有
(
唐
代
的
な
荘
園
〉
と
し
て
分
析
さ
れ
た
「
李
誠
の
九
四
」
は
、

そ
の
来
歴
は
太
組
の
時
の
籍
渡
田
で
あ
り
、
佑
直
出
賀
さ
れ
て
い
た
が
永
年

承
買
人
が
な
く
、
慶
暦
年
聞
に
李
誠
の
孫
に
承
買
さ
せ
て
、
佃
戸
の
耕
作
を
保
障
し
た
例
に
他
な
ら
な
い
。
李
誠
の
妊
の
来
歴
を
記
す
競
泰
の

『
東
軒
筆
録
』
巻
八
、
侯
叔
献
の
項
に
は
、

侯
叔
献
鋳
氾
豚
、
有
逃
田
及
戸
組
担
官
国
産
最
多
、
累
経
検
佑
、
或
云
定
債
不
均
、
内
有
李
誠
荘
、
方
固
千
里、

・
:
:
佃
戸
百
家
、
歳
納

租
謀
、
亦
皆
奥
族
失
、
前
己
佑
及
一
高
五
千
貫
、
未
有
人
承
買
者
、

と
あ
り
、
氾
豚
に
は
逃
田
や
戸
絶
混
官
回
が
多
く
、
何
度
か
検
佑
さ
れ
た
が
貰
れ
ず
、
李
誠
の
旺
も
一
高
五
千
貫
で
佑
直
さ
れ
て
い
た
が
承
買

す
る
者
、
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

と
ζ

ろ
で
、
嘗
時
一
般
に
、
佑
直
さ
れ
て
承
買
さ
れ
た
戸
紐
田
は
肥
沃
な
回
土
で
あ
り
、
痔
せ
た
土
地
は
官
司
が
租
佃
さ
せ
て
租
課
を
牧
め

て
い
た
。
す
な
わ
ち
『
禽
要
』
農
回
、
天
擢
三
年
(
一

O
一九
)
七
月
の
詔
に
、

戸
絶
荘
田
、
自
今
繍
有
申
報
、
即
差
官
詣
地
検
視
、
其
沃
韓
国
林
水
碕
、

止
令
官
司
召
人
租
佃
、
及
明
設
彊
界
数
目
、
附
籍
牧
係
、
其
暁

痔
田
産
、
即
聴
佑
直
出
市
、
時
有
司
言
、
官
司
以
戸
絶
田
肥
沃
者
市
於
人
、
而
以
癖
土
租
謀
、
故
有
是
詔
、
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と
あ
っ
て
、
戸
絶
田
の
う
ち
肥
沃
な
も
の
は
佑
直
出
市
さ
れ
、

熔
土
は
租
佃
さ
れ
て
お
り
、

ζ

の
詔
は
と
う
い
っ
た
事
態
を
逆
輯
さ
せ
る
と
と

を
意
園
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
事
態
を
見
る
と
、
肥
沃
な
田
土
の
租
佃
は
、
租
課
が
高
く
な
る
た
め
か
う
ま
く
行
な
わ
れ
ず
、

帥

萄
で
は
天
轄
五
年
(
一

O
二
一
)
に
「
佑
直
貨
脅
」
方
式
に
切
換
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
天
聖
元
年
(
一

O
二
三
)
に
は
、

せ、

銭
敷
を
佑
計
し
て
州
に
申
し
、
州
は
幕
職
官
を
選
ん
で
覆
検
し
、

「
見
佃
戸
」
に
携
示
し
て
佑
に
依
っ
て
承
買
さ
せ
て
永
業
に
充
て
る
と

と
と
さ
れ
同
。
す
な
わ
ち
租
佃
方
式
を
や
め
て
見
佃
戸
に
佑
債
で
承
買
さ
せ
る
方
式
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
時
、
戸
絶
回
を
牧
買

制

し
た
見
佃
戸
は
、
「
只
だ
元
額
に
依
り
て
税
を
納
め
、
租
課
を
納
め
ず
、
挑
段
請
佃
す
る
を
得
ず
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
戸
絶
以
前
に
首
該

田
土
の
有
し
て
い
た
雨
税
額
が
そ
の
ま
ま
承
買
者
に
綴
承
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

戸
紐
田
の
租
課
が
重
く
、

擬
配
や
逃
移
の
弊
も
あ
る
た
め
、

鯨
の
令
佐
に
地
歩
什
物
を
打
量
さ

5 
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し
か
し
映
西
に
於
い
て
は

i
ー
と
ζ

で
も
混
納

・
依
折
・
戸
絶
の
荘
田
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
ー
ー
ー
な
お
形
勢
戸
や
有
力
戸
が
偲
名
占
回
し

て
租
佃
し
て
い
た
た
め
、
天
聖
五
年

(
一
O
二
七
〉
六
月
、
「
人
を
召
し
て
」
承
買
さ
せ
る
ζ

と
と
し
、
三
司
は
ζ

れ
を
他
路
に
も
周
知
徹
底
さ

せ
同
。

ζ

乙
で
は
「
見
佃
人
」
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
方
針
が
快
落
し
て
い
る
が
、

ζ

れ
に
つ
い
て
は
翌
年
に
、
「
佑
債
高
重
」
の
場
合
に
限

帥

り
別
人
に
承
買
さ
せ
る
意
で
あ
る
と
三
司
が
明
言
し
て
い
る
。
な
お
、
乙
の
よ
う
に
、
出
買
策
の
展
開
の
過
程
で
、
従
来
租
佃
し
て
い
た
耕
作

乙
の
問
題
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
述
べ
る
ζ

と
と
し
、

者
(
見
佃
人
)
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
、
所
謂
「
見
佃
人
」
針
策
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
と
で
は
さ
ら
に
出
寅
策
の
推
移
を
追
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
天
聖
元
年
救
及
び
五
年
放
を
契
機
と
し
て
、
戸
絶
田
の
出
買
は
本
格
的
な
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
許
州
陽
程
豚
で
は

制

天
聖
六
年
(
一

O
二
八
〉
に
戸
絶
回
三
十
一
一
頃
を
承
買
さ
せ
て
お
り
、
同
年
雄
州
で
は
民
張
氏
の
妻
の
戸
絶
回
の
佑
直
が
絹
銭
高
徐
の
多
き
で

伺

あ
っ
た
た
め
、
特
に
同
居
の
外
甥
に
均
給
し
て
い
る
。
ま
た
密
州
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
中
群
符
八
年
(
一

O
一
五
)
以
来
、
戸
絶
が
七

-6-

十
七
戸
あ
り
、
う
ち
六
戸
だ
け
が
租
佃
さ
れ
、
他
は
荒
慶
し
て
い
た
が
、
天
聖
五
年
敷
に
よ
り
官
を
差
し
て
佑
計
し
、
人
を
召
し
て
四
十
八
戸

帥

を
承
買
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
賓
元
元
年
(
一

O
三
八
〉
十

一
月
に
は
肝
州
で
地
震
が
あ
り
、
民
李
賛
ら
二
十
五
戸
が
戸
絶
し
、
国
産
を
混
官
し

帥

て
、
異
居
の
親
族
で
承
買
を
願
う
者
に
、
元
債
の
三
分
を
減
じ
て
承
買
さ
せ
て
い
る
。
の
ち
、
誤
っ
て
戸
縄
田
を
荒
田
や
遠
年
逃
田
と
と
も
に

帥

職
固
に
支
擁
す
る
事
件
が
あ
っ
た
が
、
至
和
二
年
(
一

O
五
五
)
及
べ
治
卒
四
年
(
一

O
六
七
〉
に
も
戸
組
回
出
買
の
事
例
が
あ
る
の
で
、
乙
の
頃

ま
で
戸
絶
田
の
全
面
出
買
策
は
継
績
し
て
行
な
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

制

佃
さ
せ
ら
れ
る
と
と
と
な
り
、

た
だ
、
嘉一
両
二
年
(
一

O
五
七
)
に
、
戸
絶
回
は
贋
恵
倉
に
擁
入
し
て
租

一
部
出
買
封
象
か
ら
外
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
接
入
き
れ
な
い
戸
絶
田
は
出
賀
さ
れ
て
い
に
ら
し
く
、
照
寧
二
年

(
一
O
六
九
)
に
常
卒
倉
を
止
め
て
青
苗
法
が
施
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
再
び
全
面
出
費
さ
れ
ヲ
ヤ

と
乙
ろ
で
、

乙
れ
ま
で
戸
紐
田
や
籍
渡
田
は
州
鯨
官
に
よ
っ
て
検
佑
さ
れ
て
、
す
な
わ
ち
官
定
債
格
で
出
買
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
照

「
元
佃
人
及
び
諸
色
人
」
に
「
貫
封
投
肢
」
す
な
わ
ち
入
札
に
よ
っ

て
承
買
さ
せ
る

寧
七
年
(
一

O
七
四
)
に
は
提
貼
刑
獄
司
に
提
轄
さ
せ
て
、



方
式
に
切
換
え
ら
れ
、
出
買
債
銭
は
季
ご
と
に
提
孝
司
に
報
告
さ
れ
て
封
椿
さ
れ
、
中
央
の
司
農
寺
の
許
可
を
得
て
、
諸
路
の
常
卒
本
銭
と
し

帥

て
支
用
す
る
と
と
と
さ
れ
た
。
こ
の
方
式
が
一
般
に
『
出
買
戸
組
国
産
法
』
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
乙
れ
以
後
、
次
々
と
戸
組
回
以
外
の

官
田
も
出
貰
劃
象
に
加
え
ら
れ
た
が
、

『
出
責
戸
絶
国
産
法
』
に
よ
る
乙
と
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
照
寧
八
年

同

(一

O
七
五
)
に
は
「
諸
崎
零
不
成
片
段
田
土
」
が
『
出
貰
戸
縄
田
産
法
』
に
よ
っ
て
召
人
承
買
さ
れ
る
と
と
と
さ
れ
、
元
豊
元
年
三

O
七
八
〉

帥

に
は
抵
嘗
国
産
が
籍
設
さ
れ
る
と
『
買
戸
紐
国
産
法
』
に
よ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
建
中
靖
園
元
年
(
一
一

O
O
)
に
は
市
易
折
納
の
田
産
も
『
戸

同

絶
国
産
法
』
に
よ
る
乙
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
も
乙
の

ζ

の
時
期
に
於
げ
る
戸
絶
田
の
混
官
は
、
李
新
の
『
持
鑑
集
』
巻
二

O
、
「
上
王
提
刑
書
」
に
嘗
時
の
戸
絶
に
封
醸
す
る
官
司
の
態
度
に
つ

い
て
「
今
不
幸
至
千
戸
紐
、
香
隣
守
門
、
官
吏
援
堂
、
括
出
籍
入
」
と
い
い
、
同
じ
く
巻
二
二
、
「
興
家
中
南
提
拳
論
優
他
戸
絶
書
」
に
、

某
籍
、
惟
戸
絶
之
法
、
朝
廷
行
之
最
篤
周
密
、
夫
民
不
幸
至
於
戸
絶
、
倉
庫
牛
馬
・
屋
下
地
上
器
皿
毛
髪
・
四
至
八
到
一
孝
之
土
、
皆
開

於
官
、
香
郊
未
至
、
官
吏
未
及
、
則
移
易
晦
匿
、
唯
恐
其
後
法
有
被
差
官
五
日
起
襲
、
蓋
以
防
欺
、
故
難
替
移
不
交
輿
後
官
、
而
今
有
被

受
文
移
途
月
不
往
、
甚
者
途
年
不
往
、
以
至
替
移
不
復
省
問
、
寧
得
無
欺
邪
、
夫
死
者
目
未
膜
、
一
答
不
得
著
身
、
援
出
括
入
、
無
所
不

至
、
又
有
明
給
費
迭
之
費
、
令
近
親
壁
掛
之
法
、
今
州
鯨
至
検
括
財
物
而
不
知
給
興
費
用
、

と
い
う
よ
う
に
、
官
司
に
よ
る
略
奪
と
も
い
え
る
ほ
ど
周
密
か
つ
徹
底
し
た
方
法
で
賓
施
さ
れ
て
お
り
、
戸
絶
と
い
う
事
態
の
持
つ
深
刻
さ
と

- 7一

と
も
に
、
戸
絶
の
資
産
の
浪
官
、

さ
ら
に
は
出
貰
を
行
な
う
官
司
の
施
策
の
持
つ
苛
酷
な
一
面
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

と
う
し
て
貫
封
投
賦
方
式
に
よ
り
出
賀
さ
れ
る
官
回
の
地
目
は
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
政
和
元
年
(
一
一
一
一
〉
に
は
官
回
の
ほ
ぼ
全

面
的
な
出
買
策
が
打
出
さ
れ
た
。
乙
の
時
の
出
買
策
の
特
徴
は
、
従
来
轄
運
司
の
管
轄
下
で
「
請
佃
法
」
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
た
天
荒
田

や
省
証
と
い
っ
た
地
目
の
官
固
ま
で
も
が
出
責
劉
象
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
乙
と
で
あ
る
。

『
曾
要
』
農
回
、
政
和
元
年
五
月
二
十
七
日
に
は
、
臣
僚
の
言
と
し
て
、
ま
ず

7 
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天
下
係
官
田
産
、
在
常
卒
司
有
出
貰
法
、
如
折
納

・
抵
首

・
戸
絶
之
類
是
也
、
在
韓
蓮
司
有
請
佃
法
、
天
荒

・
逃
回

・
省
荘
之
類
是
也
、

と
あ
り
、
嘗
時
の
官
田
に
は
常
卒
司
に
よ
る

〈
出
寅
法
〉
と
輔
蓮
司
に
よ
る

八
請
佃
法
〉
と
の
二
種
の
運
用
方
法
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

伺

に
戸
組
回
や
折
納
・
抵
嘗
田
は
前
者
に
含
ま
れ
、
他
方
、

ζ

れ
ま
で
出
貰
の
劉
象
と
さ
れ
ず
、

八
請
佃
法
〉
に
よ
っ
て
い
た
天
荒
田
や
逃
回
、

省
荘
と
い
っ
た
官
田
が
あ
る
が

自
除
閑
回
、
名
類
非

一
、
往
往
荒
贋
不
耕
、
難
問
有
出
貰
請
佃
之
人
、
又
潟
豪
右
之
侵
冒
、
職
官
租
賦
十
無

一二、

欺
弊
百
出
、
理
難
斉

一
、
其
諸
佃
人
戸
、
文
以
経
係
官
田
不
如
墾
闘
、
途
使
民
無
永
業
、
官
失
主
戸
、
公
私
利
害
、
所
繋
非
軽
、
乞
命
官
総
領
候
萱
以
聞
、

と
し
て
、
戸
部
侍
郎
の
沼
坦
に
綿
領
措
置
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
活
坦
は
、
同
六
月
六
日
の
僚
に
よ
る
と
、
「
凡
醸
副
河
防
・
沼
港
、
招
募
弓
箭
手
、

或
屯
田
之
類
」
は
存
留
し
、
「
凡
市
易
抵
昔
、
折
納
、
籍
浪
、
常
卒
戸
絶
、
天
荒
、
省
荘
、
蔵
官
職
回
、
江
渡
沙
回
、
棄
堤
退
灘
、
瀕
江
河
湖

海
自
生
誼
葦
荻
場
、
好
埠
湖
回
之
類
」
は
す
べ
て
出
賀
す
る
乙
と
と
し
て
裁
可
さ
れ
た
。
と
乙
で
は
摩
田
・
(
在
官
の
)
職
回
や
(
係
籍
の
)

Mm 

逃
回
、
及
び
屯
岡
山
は
嘗
然
の
ζ

と
な
が
ら
出
費
削
到
象
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ほ
ぼ
全
面
的
な
官
回
出
買
策
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

出
貰
は
提
奉

-8-

常
卒
・
提
黙
刑
獄
に
管
勾
さ
せ
、
新
た
に
「
穂
領
措
置
官
田
所
」
同

方
式
に
は
よ
ら
ず
、
官
司
の
佑
債
に
よ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
局
を
設
け
て
一
括
措
置
さ
せ
た
。
但
し
乙
の
時
の
出
買
債
格
は
寅
封
投
獄

し
か
し
と
の
官
回
全
面
出
買
策
は
、
翌
政
和
二
年
(
一
一
一
一
一
)
四
九
に
中
止
さ
れ
た
。

に
買
っ
た
官
回
宅
は
元
債
を
償
還
し
て
官
が
拘
牧
し
、
元
佃
人
に
は
佃
賃
を
聴
し
て
、
一
時
租
佃
方
式
に
逆
戻
り
し
に
の
で
あ
る
。
官
回
全
面

出
寅
策
が
と
ら
れ
た
の
は
約
一
年
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

ζ

の
逆
樽
劇
の
経
緯
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
官
回
全
面
出
買
に
反
劃
す
る
立
場
と
し

て
は
、
例
え
ば
『
文
献
通
考
』
巻
七
、
回
賦
七
、
官
固
に
「
時
朝
廷
以
用
度
難
宏
、
命
官
溜
頁
官
回
、
江
西
路
、
一
歳
失
上
供
無
慮
二
十
徐
蔦

餅
、
運
副
張
根
建
言
、
田
既
不
存
、
嘗
減
上
供
、
朝
廷
深
察
所
以
然
、
、
途
止
不
買
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
供
の
租
米
を
失
う
か
ら
と
い
う
も
の

や
、
劉
一
止
の
『
苦
漠
集
』
巻
四
九
「
果
亦
虚
墓
誌
銘
」
に
、
乙
の
全
面
出
貰
策
に
つ
い
て
「
上
元
民
、
佃
官
田
歳
久
、
舎
有
献
言
者
、
下
郡

口
巴
買
其
直
、
野
豚
官
、
府
師
委
君
、
君
日
、
是
奪
民
団
也
、
恐
非
朝
廷
意
、
公
近
臣
宜
有
建
明
、
未
幾
果
罷
」
と
記
す
よ
う
に
、
民
団
を
奪
う

「総
領
措
置
官
田
所
」
を
腹
止
す
る
と
と
も
に
、
既



ζ

れ
の
中
止
を
決
定
し
た
政
和
二
年
四
月
十
七
日
の
詔
が
、
「
廼
者
有
司
建
言
、
係
官
自
宅
一
切
責
務
、
有
目

前
之
利
、
慶
長
久
之
策
、
厚
賞
滋
姦
、
民
以
煩
擾
、
豪
強
粂
併
、
佃
戸
失
業
、
東
南
闘
子
上
供
、
時
府
薄
棄
而
不
筈
、
以
義
理
財
、
量
調
是
敗
」

と
、
出
買
策
そ
の
も
の
を
員
向
か
ら
否
定
し
去
っ
て
い
る
と
と
か
ら
見
れ
ば
、
嘗
時
の
黛
争
も
絡
ん
だ
極
め
て
政
治
的
な
背
景
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

か
ら
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、

乙
の
後
北
宋
滅
亡
に
至
る
ま
で
官
回
出
賓
が
行
な
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
但
し
租
佃
の
形
態
に
新
た
な
局
面
が
生
じ
て
い
る
が
、

乙
れ
に
つ

い
て
は
第
三
節
に
於
い
て
扱
い
た
い
。

。
南

-ー・木

期

南
渡
後
ま
ず
問
題
と
さ
れ
た
官
田
は
、
奈
京
・
王
輔
ら
の
彪
大
な
量
の
籍
控
目
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
建
炎
元
年
〈
一
一
一
一
七
)
五
月
一
日
の
赦

に
よ
っ
て
出
費
さ
れ
た
が
承
買
人
が
少
な
く
、
大
部
分
は
租
佃
さ
れ
て
お
り
、
紹
興
の
初
め
頃
ま
で
、
と
の
籍
渡
田
を
め
ぐ
る
議
論
が
多
い
。

刷

そ
の
他
の
官
固
に
つ
い
て
も
、
乙
の
頃
に
は
一
部
は
出
賀
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
大
部
分
は
「
自
陳
轍
租
」
さ
せ
て
租
佃
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
か
か
る
租
佃
方
式
は
形
勢
に
よ
る
詑
名
請
佃
の
弊
が
多
く
、
た
だ
ち
に
出
貰
方
式
に
切
換
え
ら
れ
る
。

9ー

ま
ず
、
建
炎
四
年
〈
一
一
一
一
一

O
)、
知
永
嘉
照
(
漸
西
温
州
)
の
霊
薮
は
、

本
州
四
幌
、
見
管
戸
絶
・
抵
嘗
諸
色
混
官
田
宅
数
目
不
少
、
並
係
形
勢
詑
名
請
回
、
毎
年
租
課
、
多
是
催
頭
及
保
正
長
代
納
、
公
私
受
弊
、

欲
乞
、
量
立
日
限
、
召
入
賞
封
投
獄
請
買
、
限
傘
月
析
封
、
給
最
高
之
人
、

同

と
い
っ
て
、
戸
絶
・
抵
嘗
等
の
漫
官
田
を
、
貧
封
投
扶
方
式
で
買
取
ら
せ
る
乙
と
を
呈
言
し
、
乙
れ
が
容
れ
ら
れ
て
、
乙
の
出
費
策
は
紹
興
元

年
(
一
二
三
〉
か
ら
賓
施
さ
れ
る
。
新
西
温
州
に
限
ら
ず
、
嘗
時
の
乙
と
と
て
乙
れ
ら
混
官
田
は
か
な
り
多
く
存
し
た
と
思
わ
れ
る
以
内
、
租
佃

に
伴
う
詑
名
請
佃
の
弊
を
打
開
す
る
た
め
に
貫
封
投
獄
方
式
が
採
用
さ
れ
た
貼
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
詑
名
請
佃
に
限
ら
ず
、
租
佃
方
式
そ

の
も
の
が
、
「
諸
路
州
鯨
係
官
国
産
、
縁
嘗
時
佑
立
租
額
高
重
、
産
主
逃
移
、

展
轄
勤
郷
人
承
佃
」
、

或
い
は
「
更
有
逃
戸
紹
戸
田
産
、
因
佑

9 
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量
回
宅
牙
人
等
、
乞
一党
逐
虚
祉
甲
不
従
、
故
重
立
租
課
、
亦
無
人
願
佃
」
、
「
屋
字
新
麗
、
田
園
膏
眠
、
悉
蹄
上
戸
、
其
貧
乏
下
戸
、
雄
有
佃
名
、
寅

無
所
錦
町
」
と
い
う
よ
う
に
、

次
第
に
租
課
が
高
く
な
っ
て
、
承
佃
人
の
滅
少
や
土
地
の
荒
度
、
下
戸
の
貧
窮
化
等
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ

る。
き
て
、
紹
興
元
年
、
提
貼
刑
獄
司
に
総
領
さ
れ
た
官
田
出
買
は
、
翌
年
、
諸
路
の
聴
運
司
に
も
委
ね
ら
れ
、
時
運
司
管
轄
下
の
全
て
の
官
田

も
出
賀
さ
れ
る
と
と
と
な
恥

さ

ら
に
紹
興
三
年
(
一
二
三
一
一
)
に
は
、
常
卒
司
所
管
の
「
閑
田
」
の
う
ち
、
三
年
を
経
た
既
耕
田
は
請
佃
戸
に

承
買
さ
せ
る
乙
と
と
い
、
ま
に
、
卒
江
府
で
は
陥
虜
の
民
の
業
団
で
、
二
年
を
鰹
て
館
開
業
し
な
い
場
合
は

「
戸
絶
田
」
と
し
て
扱
う
乙
と
と
き

料
、
建
州
で
は
賊
徒
の
国
産
も
浪
官
し
て
出
買
さ
せ
て
い
か
。
次
い
で
紹
興
六
年
〈
一
一
一
二
六
)
に
は
、
「
江
渡
沙
田
」
「
海
退
泥
田
」
も
朱
併

同

に
よ
る
諸
佃
の
弊
が
多
い
と
し
て
出
買
さ
れ
る
。
紹
興
十
三
年
(
二
四
一
二
)
に
は
、
民
国
で
契
書
が
あ
っ
て
も
「
砧
基
簿
」
に
記
載
さ
れ
て
い

同

な
い
田
土
は
在
官
し
て
い
る
。

- 10ー

乙
う
し
て
官
回
出
買
は
次
第
に
そ
の
規
模
を
大
き
く
し
て
い
っ
た
が
、
紹
興
二
十
年
(
一
一
五
O
)、
官
回
出
買
に
伴
う
「
刻
佃
」
の
弊
が
大

で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、

混
官
回
は
全
て
常
卒
司
が
拘
牧
し
、
そ
の
他
の
官
固
に
つ
い
て
も
出
買
が
中
止
さ
れ
同

し
か
し
ζ

の
中
止
期
聞
は
永
く
は
績
か
ず
、
紹
興
二
十
八
年
(
二
五
八
)
に
は
戸
部
に
命
じ
て
常
卒
の
渡
官
・
戸
絶
田
産
を
全
て
出
買
さ

倒せ
、
出
買
事
務
に
閲
す
る
詳
細
な
規
定
と
、
出
買
に
嘗
る
官
吏
の
賞
罰
規
定
が
設
け
ら
れ
、
「
戸
部
提
領
官
田
所
」
に
穂
領
さ
せ
る
乙
と
と
し

て
い
る
。

次
い
で
出
買
劉
象
宮
田
の
中
に
、
営
団
が
加
え
ら
れ
る
。
舛
呂
田
出
買
の
議
は
、
始
め
、

『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
九
年
(
二
五
九
)
四
月

十
九
日
の
僚
に
、

南
街
路
計
度
轄
運
副
使
越
子
繍
等
言
、
本
司
昨
承
指
揮
、
将
本
路
漸
西
州
鯨
官
田
土
、
作
営
田
耕
種
、
分
三
等
立
租
、
召
人
租
佃
、
拘
牧

稲
妻
、
醸
付
行
在
馬
料
支
遣
、
戸
部
言
、
今
来
具
到
団
地
、
隷
属
韓
運
司
、
卸
係
諸
司
官
回
、
依
己
降
措
揮
、
合
行
出
貰
、
欲
乞
行
下
新

西
路
常
卒
司
、
終
前
項
臆
管
田
畝
数
目
、
行
下
所
属
、
照
鷹
節
次
己
降
出
買
官
回
指
揮
、
疾
速
佑
定
貫
直
債
銭
、
多
方
措
置
出
賀
、
従
之
、



と
あ
る
よ
う
に
、
新
西
営
田
は
縛
運
司
管
下
の
官
田
で
あ
る
か
ら
嘗
然
出
貰
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
問
、
七
月
五
日
の
保
、
戸
部

提
領
官
田
所
の
言
に
は
、

出
貰
新
西
笹
田
、
己
承
指
揮
、
権
住
買
外
、
所
有
其
除
路
分
営
団
・
官
荘
・
屯
田
、
前
後
己
降
指
揮
、
即
不
該
載
、
今
来
並
不
合
出
貰
、

雨
新
時
運
司
所
管
の
官
荘
田
は
四
高
二
千
絵

同

畝
、
歳
に
稲
市
役
等
四
高
八
千
絵
餅
を
牧
め
、
営
団
は
九
十
二
蔦
六
千
絵
畝
、
歳
に
稲
褒
雑
豆
等
十
六
苦
肉
七
千
徐
餅
を
牧
め
て
い
た
と
い
う
。
肥

沃
な
新
西
営
団
は
、
州
鯨
の
公
吏
が
形
勢
と
通
同
し
て
租
課
を
納
め
な
い
乙
と
が
多
く
、
乾
道
元
年
(
一
一
六
五
)
に
は
こ
の
弊
を
改
め
よ
う
と

し
て
遂
に
笹
田
の
全
面
出
買
策
が
打
出
さ
れ
た
。

と
あ
っ
て
、
他
路
の
営
団
・
官
荘
・
屯
田
と
と
も
に
出
買
掛
象
か
ら
外
し
て
い
る
。

乙
の
頃
、

て
も
よ
い
、

営
団
の
出
貰
方
式
は
、
常
卒
司
が
頃
畝
を
開
具
し
て
貫
債
を
佑
計
し
、
戸
部
に
籍
巻
置
い
て
債
銭
を
拘
催
し
、
金
銀
ま
た
は
曾
子
で
紐
折
し

同

と
い
う
も
の
で
、
戸
部
侍
郎
の
曾
懐
に
専
一
総
領
さ
せ
、
買
上
げ
債
銭
は
左
誠
南
庫
に
椿
管
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
戸
部
提
領
官
田

所
の
統
轄
の
下
で
、

笹
田
が
全
面
的
に
出
賀
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
出
貰
劃
象
官
田
は
大
幅
な
増
加
を
見
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
営
団
の
出
買
は
、
乾
道
元
年
三
月
の
段
階
で
は
、

『舎
要
』
官
回
、
乾
道
元
年
三
月
三
日
の
篠
に
、

戸
部
言
、
新
西
所
管
営
団
・
官
荘
、
共
一
百
五
十
九
高
絵
畝
、
内
有
未
承
佃
六
十
七
高
徐
畝
、
縁
上
件
回
産
、
皆
係
肥
龍
、
多
是
州
鯨
公

吏
、
興
形
勢
之
家
、
通
同
管
占
、
不
行
職
納
租
課
、
乞
委
官
根
括
出
買
、
其
冒
佃
人
、
限
半
月
陳
首
、
輿
菟
罪
及
所
連
租
課
、
従
之
、

-11ー

と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
「
未
承
佃
」
の
回
土
が
出
買
劉
象
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
形
勢
の
占
佃
に
封
抗
す
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
と
と
は
明

ら
か
で
あ
る
が
、
翌
乾
遁
二
年
三
二
ハ六〉

に
な
る
と
、

『宋
史
』
巻
一
七
三
、
食
貨
上
一
、
農
固
に
、

己
佃
一
千
九
百
除
頃
、
租
銭
五
高
五
百
蝕
貫
、
若
出
買
、
可
得
六
寓
五
千
絵
貫
、
及
南
街

轄
運
司
所
括
己
佃
九
十
除
蔦
畝
、
合
而
言
之
、
帰
数
浩
瀞
、
今
欲
、
進
元
詔
、
見
佃
願
買
者
、
減
債
二
分
、
詔
曾
懐
等
提
領
出
貰
、
廿
《
銭

聡
左
識
南
庫
別
貯
之
、

と
あ
っ
て
、
未
承
佃
で
は
な
く
己
佃
の
、
す
な
わ
ち
見
佃
人
に
よ
り
耕
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
田
土
の
出
買
に
重
黙
を
移
し
て
い
る
。
乙
の
よ

戸
部
侍
郎
曾
懐
言
、
江
西
路
舛呂
田
四
千
齢
頃
、

11 
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う
に
出
資
針
象
を
己
佃
の
営
団
に
求
め
た
乙
と
、

そ
れ
に
伴
い
見
佃
人
へ
の
針
策
、
か
、
特
に
出
買
債
格
|
|
佑
債
|
|
の
面
で
う
ま
く
ゆ
か
な

同

か
っ
た
ら
し
く
、
乾
道
四
年

(
一
一
六
八
)
に
は
戸
絶
浸
官
回
も
併
せ
て
、

笹
田
出
賓
の
中
止
命
令
が
出
さ
れ
、
租
佃
方
式
に
戻
し
た
。

ζ

の
出
貰
中
断
期
間
は
前
回
(
紹
興
二
十
年
J
二
十
八
年
)
よ
り
は
短
か
く
、
乾
道
六
年
(
二
七
O
〉
に
は
王
雄
元
の
設
官
田
の
未
買
の
田
土

が
出
貰
さ
向
、
ま
た
、
市
川
西

・
江
東

・
准
東
の
沙
田

・
産
場
二
百
八
十
高
齢
畝
の
う
ち
請
佃
包
占
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
出
買
が
行
な

わ
れ
て
お
れ
、

乾
道
七
年

(
二

七
一
)
に
は
、

営
回
全
面
出
賓
の
責
任
者
で
あ
っ
た
曾
懐
が
、
州
鯨
の
在
官
田
並
び
に
笹
田
を
調
査
し
て
「
三

倒

等
の
佑
債
」
を
定
め
て
向
書
省
に
申
報
さ
せ
る
よ
う
奏
請
し
て
裁
可
さ
れ
、
翌
乾
道
八
年
(
二
七
二
〉
、

倒

せ
た
。
王
析
の
『
績
文
献
通
考
』
巻
三
四
、
園
周
考
に
は
、

戸
部
は
詔
し
て
舛
呂
田
出
買
を
再
開
さ

乾
道
八
年
詔
、
官
回
、
除
雨
准
・
京
西
路
不
行
出
貰
、
雁
諸
路
湿
官
国
産
屋
字
弁
営
団
、
並
措
買
出
賀
、
以
戸
部
左
曹
郎
官
主
之
、
諸
路

委
常
卒
司
、
其
銭
赴
左
臓
南
庫
、

令
置
庫
眼
椿
管
、

開
後
の
埜
田
出
寅
は
、
ま
ず
コ
ニ
等
の
佑
債
」
に
よ
っ
て
出
買
さ
れ
る
貼
と
、
乾
道
九
年
(
一

刷

「
官
戸

・
公
吏
等
」
に
承
買
が
許
可
さ
れ
た
貼
に
於
い
て
大
き
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。
乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も
承
買
の
放
率
を
上
げ
る
た
め
の

一
七
一
二
)
に
、
嘗
職
の
官
吏
を
除
い
に
あ
ら
ゆ
る

- 12ー

と
あ
り
、
雨
准
・
京
西
の
官
田
を
出
頁
劉
象
か
ら
外
す
こ
と
巻
明
言
し
て
い
る
他
は
、
前
回
の
出
買
方
式
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
再

措
置
で
あ
る
が

「
官
戸

・
公
吏
等
」
に
承
買
権
を
興
え
た
ζ

と
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、

「
見
佃
人
」
針
策
に
一
つ
の
轄
期
を
も
た
ら
す
乙

と
と
な
る
。

し
か
し
と
の
期
の
混
官
戸
絶
田
・

笹
田
出
買
も
永
く
は
績
か
ず
、

淳
照
元
年
(
二
七
四
)
に
は
湖
北
路
の
戸
絶
逃
田

・
混
官
田
並
び
に
営
田

同

が
、
雨
准
・
京
酋
路
同
様
、
出
貰
針
象
か
ら
外
さ
れ
、
淳
照
三
年
(
二
七
六
)
の
戸
部
提
領
官
田
所
の
結
局
と
と
も
に
、
官
回
出
買
は
全
面
的

酬

に
中
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
笹
田
の
出
貰
が
他
の
波
官
田
の
出
貰
と
比
べ
て
特
に
見
佃
人
針
策
に
於
い
て
困
難
で
あ
っ
た
ζ

と
が
、
再
開

後
の
笹
田
出
買
を
短
期
間
に
終
わ
ら
せ
た
原
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

ζ

の
期
の
官
回
出
買
策
を
批
判
し
た
淳
照
元
年
(
一
一
七
四
)

制

六
月
十
八
日
の
臣
僚
の
言
に
は



伏
観
、
根
括
浪
官
国
産
、
除
雨
准
・
京
西
・
湖
北
外
、
室
行
出
貰
、
始
限
一
季
、
絵
展
一
年
、
己
責
者
十
不
及
二
一
、
蓋
己
責
者
壷
皆
膏

映
之
回
、
富
家
大
姓
計
暢
官
吏
牙
倫
、
低
佑
債
直
、
却
勝
中
下
之
田
高
其
債
直
、
是
致
無
人
承
買
、
今
不
若
且
令
元
佃
之
家
著
業
納
租
、

一
歳
之
問
、
猫
可
得
米
数
十
高
石
、
乗
亦
不
妨
二
回
出
買
、

と
あ
っ
て
、
全
面
中
止
は
求
め
な
い
も
の
の
、
佑
慣
が
高
く
て
買
れ
な
い
た
め
、
耕
作
者
に
「
著
業
納
租
」
す
な
わ
ち
租
佃
さ
せ
る
方
が
よ
い

と
し
て
お
り
、
佑
債
の
高
額
も
出
貰
中
止
の
一
要
因
で
あ
っ
た
。

し
か
し
官
回
出
賓
の
中
止
は
、

「
請
佃
占
援
」
を
容
易
に
す
る
。
中
止
後
三
年
目
の
淳
照
六
年
(
二
七
九
〉
に
は

上
回
、
在
官
之
因
不
買
、
徒
震
有
力
者
計
蝿
州
勝
、
請
佃
占
接
、

不
若
出
買
、
則
苗
税
可
補
常
賦
、
於
是
詔
、
鷹
浪
官
国
産
屋
字
弁
皆
田

等
、
並
依
提
拳
司
措
置
出
買
、

同

と
い
う
よ
う
に
、
占
佃
の
弊
を
除
き
、
苗
税
を
確
保
す
べ
き
だ
と
し
て
、
み
た
び
官
田
の
全
面
出
買
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

乙
の
後
に
な
る
と
史
料
も
限
ら
れ
、
内
容
が
不
明
な
黙
も
多
い
が
、
簡
車
に
出
買
策
の
推
移
を
眺
め
て
み
る
と
、
淳
照
十
三
年
〈
一
一
八
六
〉
、

師

側

漫
官
田
は
常
卒
司
が
拘
枚
し
て
租
佃
方
式
に
し
た
が
、
翌
淳
照
十
四
年
〈
一
一
八
七
〉
に
は
出
買
、
そ
の
後
、
紹
照
四
年
(
二
九
三
〉
か
ら
慶

帥

岡

元
元
年
(
一
一
九
五
)
ま
で
中
断
期
聞
が
あ
り
、
嘉
泰
三
年
(
一
二

O
三
)
ま
で
出
貰
策
が
と
ら
れ
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
中
止
期
聞
が
績
き
、

同

と
の
問
、
嘉
定
元
年
(
一
二

O
五
)
に
は
「
安
漫
所
回
」
が
創
設
さ
れ
て
、
混
官
田
・
園
田
・
湖
国
等
が
拘
牧
さ
れ
租
佃
さ
れ
た
。
設
官
田
は
嘉

定
十
二
年
(
一
一
一
一
九
〉
に
出
費
す
る
乙
と
と
し
た
。
乙
の
時
以
降
の
官
回
出
貰
策
に
つ
い
て
は
殆
ど
史
料
の
裏
付
け
が
な
く
、
そ
の
経
過
を
詳

細
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
嘉
定
十
二
年
の
出
責
措
置
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
長
期
に
わ
た
っ
て
展
開

さ
れ
て
き
た
官
回
出
買
策
に
一
つ
の
結
着
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
乙
れ
以
降
の
官
田
出
貰
策
の
基
調
は
嘉
定
十
二
年
に
出
さ
れ
た

- 13-

方
向
で
理
解
し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

13 

と
ζ

ろ
で
、
宋
一
代
を
通
じ
て
見
た
場
合
、
附
表
か
ら
も
剣
る
よ
う
に
、
何
ら
か
の
官
固
に
つ
い
て
出
責
策
が
と
ら
れ
て
い
た
期
間
と
、
全
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面
的
に
中
止
さ
れ
て
い
た
期
間
と
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
匪
倒
的
に
永
い
。
出
買
掛
象
と
な
っ
に
官
田
の
地
自
に
つ
い
て
は
決
し
て
一

援
で
は
な
か
っ

た
が
、
何
度
か
の
短
い
中
断
期
を
除
い
て
、

ほ
ほ
宋

一
代
を
通
じ
て
官
回
出
買
策
が
と
ら
れ
て
い
た
事
買
は
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

乙
の
聞
の
成
果
を
、

記
』
乙
集
、
巻
十
六
、

ま
ず
、

官
回
出
貰
策
が
嘗
面
の
目
的
と
し
た
買
上
債
鎮
の
獲
得
と
い
う
観
貼
か
ら
総
括
す
れ
ば
、

「
紹
興
至
淳
照
東
南
務
官
産
本
末
」
に
、
官
回
出
賓
が
最
も
大
規
模
か
つ
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
紹
興
か
ら
淳
照
に
か

『
建
炎
以
来
朝
野
雑

け
て
の
官
回
宅
の
買
上
総
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
乾
道
初
の
佑
債
合
計
は
七
百
寓
細
あ
っ
た
が
貫
際
に
買
れ
た
の
は
五

百
四
十
寓
絹
で
、
四
分
の
一
は
買
れ
な
か
っ
た
。
淳
照
初
ま
で
、
混
官
田
産
は
南
准
・
京
西
・
湖
北
を
除
く
八
路
で
、
田
六
百
四
十
二
蔦
畝
有

奇
、
地
二
寓
一
千
畝
有
奇
、
屋
八
千
四
百
間
有
奇
、
合
計
佑
債
五
百
十
六
省
内
儀
絹
で
あ
っ
た
が
、
貫
際
に
析
封
し
得
た
の
は
僅
か
に
一
百
六
'十

し
か
も
そ
の
四
分
の

一
は
債
値
未
納
で
あ
っ
た
と
い
う
。
約
二
十
年
間
の
出
買
期
間
で
、
買
上
げ
た
債
銀
は
七
百
寓
絹
に
過
ぎ

ず
、
か
か
る
数
字
か
ら
だ
け
判
断
す
れ
ば
、
{
呂
田
出
買
は
そ
の
目
標
の
半
分
し
か
達
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
乙
の
数
字
の
中

二
高
除
絹
で
、

- 14ー

に
は
営
団
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
官
回
出
貰
策
は、

嘗
面
の
現
銭
確
保
と
は
別
に
、
租
佃
に
伴
う
詑
名
請
佃
の
弊
を
除
去
し
、
国
土
を
承
買
さ
せ
て
南
税
額
を
纏
承
さ

せ
或
い
は
新
た
に
賦
課
し
て
税
戸
化
さ
せ
る
、
官
田
の
民
固
化
と
い
う
重
要
な
目
的
を
持
っ
て
い
に
。
ま
に
、
何
度
か
中
断
さ
れ
な
が
ら
も
長

期
に
わ
た
っ
て
採
用
さ
れ
た
官
回
出
賓
策
の
下
で
、
官
田
耕
作
者
の
地
位
の
面
に
於
い
て
も
饗
化
が
生
じ
て
い
た
。
宋
代
に
於
け
る
官
田
出
買

か
か
る
観
貼
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

策
の
土
地
政
策
と
し
て
の
歴
史
的
位
置
づ
け
は
、

そ
う
い
う
意
味
で
官
回
出
貰
策
の
一
つ
の
結
着
と
で
も
い
う
べ
き
措
置
が
、

嘉
定
十
二
年
に
と
ら
れ
て
い
る
。
と
れ
に
よ
る
と
、

諸
路
州
軍
、
近
准
指
揮
行
下
提
事
司
、
終
日
前
戸
絶
・

逃
亡
浪
官
国
産
、
凡
係
民
間
侵
耕
冒
占
及
己
請
佃
在
戸
者
、
量
行
出
貰
、
:
:
:
況

是
逃
紹
官
回
、
日
経
紹
照
年
間
置
局
出
貫
之
後
、
所
存
無
幾
、
逮
至
嘉
泰
年
問
、
再
行
下
諸
路
倉
司
根
括
佑
買
、
自
有
帳
籍
可
考
、
震
銭

不
過

一
百
八
十
寓
貫
而
己
、



と
あ
っ
て
、

紹
照
か
ら
嘉
泰
に
か
け
、

同

在
官
回
は
出
費
さ
れ
て
殆
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、

話
路
州
軍
拘
籍
逃
組
担
官
国
産
、
不
以
己
佃
・
未
佃
、

さ
ら
に
、

百、乞
税、裁
自
入、慶
戸、元
潟、元
業、年
、以

後

並
照
嘉
定
九
年
七
月
指
揮
、

許
人
照
佑
債
承
買
、

紐、
立、

と
あ
っ
て
、
慶
元
元
年
〈
二
九
五
〉
八
月
の
波
宮
田
出
頁
再
開
以
降
|
嘉
泰
三
年
三
二

O
一
一
一
)
に
出
買
は
中
止
さ
れ
た
が
1

嘉
定
十
二
年
ま

同

で
の
期
聞
に
於
け
る
己
佃
・
未
佃
の
逃
絶
波
宮
回
全
て
を
、
佑
債
承
買
さ
せ
て
税
額
を
確
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

若
係
紹
照
四
年
以
前
詩
佃
之
家
、
不
欠
租
課
者
、
並
菟
佑
債
承
買
、
止
従
官
司
明
立
賞
勝
、
許
令
費
出
佃
帖
、
経
官
自
陳
、

各
照
等
色
、
起
立
苗
税
、
永
矯
己
業
、

給
接
投
印
、

と
あ
り
、

紹
照
四
年
(
二
九
三
〉
以
前
か
ら
請
佃
し
て
い
て
|
|
嘉
定
十
二
年
(
二
二
五
)
か
ら
逆
算
す
れ
ば
二
十
年
以
上
前
か
ら
租
佃
を

縫
績
し
て
い
る
乙
と
に
な
る
1
1

租
課
を
納
め
て
い
る
者
に
封
し
、
佑
債
承
買
に
よ
る
と
と
な
く
、
「
佃
帖
」
を
提
出
さ
せ
て
援
を
給
し
て
投

印
さ
せ
、
雨
税
額
を
定
め
て
税
固
化
さ
せ
て
い
る
。
官
田
を
佑
債
承
買
さ
せ
ず
、
租
佃
の
ま
ま
で
税
戸
化
さ
せ
る
と
い
う
措
置
は
、
嘗
時
の
官

回
針
策
と
し
て
は
、
極
め
て
異
例
の
措
置
で
あ
る
。
乙
の
措
置
を
筆
者
は
官
回
出
貰
策
の
「
見
佃
人
針
策
」
に
於
け
る
一
つ
の
蹄
結
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
問
題
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
検
討
し
た
い
。

--15ー

官
回
の
出
貰
方
式

官
田
の
出
買
方
式
と
し
て
は
、

官
司
の
佑
債
に
よ
る
方
式
と
賓
封
投
獄
方
式
と
の
差
異、

ま
た
出
買
に
嘗
る
官
吏
に
射
す
る
賞
罰
規
定
な

ど
、
手
績
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
べ
、
き
で
あ
ろ
う
が
、

と
乙
で
は
、
官
回
出
賓
の
際
に
、
官
司
と
耕
作
者

(H
見
佃
人
)
及
び
官
田
ぞ
買

取
る
者

(
H承
買
人
〉
と
の
聞
に
い
か
な
る
関
係
が
生
じ
、
ま
た
税
法
上
い
か
な
る
措
置
が
な
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
を
中
心
に
検
討
ぞ
加

え
る
。

15 
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付

出

寅

債

格

官
回
出
買
は
直
接
的
に
は
出
買
に
よ
っ
て
現
銭
牧
入
を
確
保
す
る
と
と
を
目
的
と
す
る
。
出
買
策
の
貫
施
に
嘗
っ
て
、
屡
々
議
論
さ
れ
た
の

は
、
出
買
に
よ
る
首
面
の
現
銭
牧
入
の
確
保
と
、
租
佃
を
縫
綴
さ
せ
て
租
課
1
|
現
物
牧
入
ー
ー
を
確
保
す
る
ζ

と
と
の
、

加

る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
を
利
と
す

乙
乙
で
は
ま
ず
官
田
の
出
買
債
格
が
ど
の
程
度
の
額
で
あ
っ
た
か
を
見
る
乙
と
と
す
る
。

北
宋
前
期
に
は
、
出
貰
回
産
の
慣
格
は
州
豚
官
の
検
佑
に
よ
っ
て
い
た
。
い
か
な
る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
は
剣
ら
な
い
が
、
前
節
ハ
門

で
見
た
李
誠
の
荘
の
場
合
、
宮
崎
氏
に
依
援
し
て
佑
債
の
額
を
見
る
と
、
乙
の
籍
渡
田
は
「
方
園
千
里
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
約
四
十
頃

同

一
畝
嘗
り
約
四
貫
、
首
時
の
地
債
と
比
較
し
て
や
や
高
い
よ
う
で
あ
る
が
、
乙
れ

ζ

の
伶
慣
が
一

高
五
千
貫
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

と
な
る
。

官
司
に
よ
る
佑
債
は
高
目
で
あ
っ
た
よ
う

同

で
、
承
買
人
が
お
ら
ず
、
土
地
が
荒
駁
す
る
の
で
、
佑
債
を
正
し
く
行
な
え
と
い
う
指
示
が
な
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
乙
れ
は
南
宋
に
於
い
て

剛

も
問
機
で
あ
っ
た
。
岡
山寧
七
年
(
一
O
七
四
)
以
降
に
採
用
さ
れ
た
貫
封
投
獄
方
式
が
乙
の
絞
貼
を
改
善
す
る
の
に
ど
れ
ほ
ど
有
数
で
あ
っ
た

か
は
剣
ら
な
い
。
た
だ
、
李
心
俸
の
『
道
命
録
』
巻
二
「
方
提
翠
請
還
先
年
所
奪
伊
川
先
生
田
弘
」
に
よ
る
と
、
程
聞
(
伊
川
)
が
、
貫
封
投

朕
方
式
の
と
ら
れ
て
い
た
元
豊
年
聞
に
、
「
銭
数
百
千
」
で
汝
州
の
戸
絶
荒
田
二
十
齢
頃
を
買
っ
た
と
い
う
か
ら
、
戸
絶
荒
田
の
場
合
は
か
な

は
李
誠
の
荘
が
熱
田
で
肥
沃
で
あ
っ
た
た
め
ら
し
い
。

し
か
し
嘗
時
は
、

戸
絶
田
に
於
い
て
も
、

- 16-

り
低
債
で
承
買
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

南
宋
に
入
る
と
、
出
買
面
積
と
出
買
債
格
を
記
す
具
佳
例
を
幾
っ
か
あ
げ
る
ζ

と
が
で
き
る
。
ま
だ
営
団
の
出
賓
が
開
始
さ
れ
る
以
前
、
紹
興

幽

二
十
九
年
(
二
五
九
)
に
出
賀
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
吉
州
の
官
固
に
つ
い
て
見
る
と
、
出
貰
封
象
官
田
は
三
千
六
百
五
十
徐
頃
、
佑
債
合
計

が
百
三
十
八
高
綱
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
一
畝
嘗
り
約
三
貫
八
百
と
な
り
、
先
に
見
た
李
誠
の
荘
と
大
差
は
な
い
。
但
し
、
乙
の
う
ち
す
で

に
承
買
さ
れ
た
国
土
は
千
三
百
七
十
除
頃
、
佑
直
計
三
十
一
高
絹
だ
と
し
て
い
る
の
で
、

ζ

れ
ら
の
数
字
は
卒
均
値
で
あ
り
、

ζ

れ
は
一
畝
嘗
り
約
二
貫
三
百
と
な
り
、
貫
際
に
は

佑
債
の
約
七
割
に
し
か
相
嘗
し
な
い
。

一
腰
の
目
安
と
し
て
扱
い
た
い
が
、
次
項
で
見
る
よ
う
に
、
承
買



に
嘗
つ
て
は
諸
種
の
減
債
措
置
が
施
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
低
債
で
承
債
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
隆
輿
元
年
三
二
ハ
三
)
、
常
州
無
錫
鯨
で
は
、
省
国
十
六
高
六
千
絵
畝
を
承
買
さ
せ
よ
う
と
し
た
(
結
局
出
貰
せ
ず
)
が
、
乙
れ
の

一
畝
嘗
り
の
佑
債
は
二
貫
で
あ
っ
た
と
い
同
。

乾
道
年
聞
に
入
り
、
経
由
田
が
出
賀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
材
{
呂
田
の
出
貰
債
格
は
、
そ
の
他
の
官
田
と
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
江
西
路
の

営
団
の
場
合
、
先
に
見
た
よ
う
に
、

「
己
佃
」
の
千
九
百
徐
頃
を
出
買
す
る
ζ

と
と
し
た
が
、

乙
の
佑
債
が
六
蔦
五
千
蝕
貫
と
さ
れ
て
い
る
か

ら

一
一
畝
嘗
り
約
三
百
四
十
銭
と
な
り
、
吉
州
官
田
の
卒
均
佑
債
の
約
一
割
に
温
ま
な
い
。
ま
た
、
淳
照
元
年
(
一
一
七
四
)
に
於
い
て
も
湖
北

制

の
営
団
の
出
買
債
格
は
、
一
一
畝
嘗
り
約
五
百
銭
で
あ
り
、
嘗
時
一
般
に
笹
田
の
出
買
債
格
は
他
の
官
田
と
比
べ
て
か
な
り
低
債
で
あ
っ
た
と
見

て
よ
い
花
ろ
う
。

ζ
ζ

で
債
銭
の
納
入
期
限
に
鰯
れ
て
お
く
。
官
回
を
承
買
後
、
債
銭
を
官
司
に
迭
納
す
る
期
聞
は
、
北
宋
期
に
於
い
て
は
原
則
と
し

伺

て
一
年
以
内
と
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
見
佃
人
が
首
該
国
土
を
承
買
す
る
場
合
に
は
、
奮
来
の
租
課
も
完
納
す
る
乙
と
と
さ
れ
て
い
た
か

輔

ら
、
債
銭
の
一
割
を
納
付
す
る
ご
と
に
、
租
課
の
一
割
を
遁
減
さ
せ
る
方
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、
見
佃
人
に
射
す
る
一
定
の
優
遇
措
置
と
い
え

刷

る
。
し
か
し
、
民
固
に
於
け
る
同
様
の
慣
行
に
比
べ
る
と
、
官
田
の
承
買
の
方
が
見
佃
人
に
と
っ
て
は
不
利
で
あ
っ
た
。
南
宋
期
に
於
い
て

闘

は
、
寅
封
投
獄
方
式
の
下
で
は
、
承
買
人
は
債
銭
を
一
月
以
内
に
迭
納
す
る
乙
と
と
さ
れ
、
納
付
し
に
時
黙
で
田
舎
を
交
割
し
た
。

闘

が
承
買
す
る
場
合
に
は
六
十
日
以
内
と
さ
れ
た
。

同

て
い
た
。

な
お
、
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見
佃
人

ま
に
、

慢
性
的
な
銅
銭
不
足
を
反
映
し
て
、

金
銀
の
時
債
で
折
納
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

全
憶
と
し
て
、

北
宋
期
よ
り
も
南
宋
期
の
方
が
納
入
候
件
が
巌
し
く
な
っ
て
い
る
。

見
佃
人
に
射
す
る
優
遇
の
面
で
も
同
様
で
あ

る

tコ

租

額

と

税

額

17 

出
買
劃
象
と
さ
れ
た
官
回
は
、
殆
ど
の
場
合
、
出
賀
さ
れ
る
段
階
ま
で
は
租
課
を
立
て
て
租
米
を
納
め
て
い
た
租
佃
田
で
あ
っ
た
。
宋
代
に
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一
般
に
官
田
の
租
課
は
民
団
の
税
額
よ
り
高
率
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
出
買
に
よ

っ
て
租
佃
田
を
税

田
化
す
る
と
、
出
貰
債
銭
は
得
ら
れ
る
も
の
の
、

歳
牧
の
餅
斗
は
減
少
す
る
乙
と
に
な
る
。

「
租
米
を
失
う
」
乙
と
を
理
由
に
、
官
回
出
買
反

釘
論
が
唱
え
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ

た
。
雨
税
額
は
、
北
宋
で
は
卒
均
一
畝
嘗
り
約
一
斗
、
南
宋
で
は
漸
西
の
よ
う
に
高
率
の
地
域
も

あ
る
が
卒
均
一
斗
以
下
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
弘
。
ζ

れ
に
針
し
、
貫
際
に
出
貰
針
象
と
さ
れ
た
官
固
に
つ
い
て
、
そ
の
卒
均
租
謀
を
試
算
し
て

師

同

み
る
と
、
例
え
ば
常
州
無
錫
腕
の
省
田
で
は
一
畝
首
り
約
二
斗
四
升
、
新
西
卒
江
府
の
官
回
で
は
約

一
斗
六
升
、
漸
西
の
未
買
の
官
田
で
は
約

制

一
斗
二
升
と
な
り
、

い
ず
れ
も
雨
税
額
の
卒
均
値
よ
り
高
い
。

そ
乙
で
次
に
、
官
回
出
責
に
嘗
っ
て
、
租
額
と
税
額
の
関
係
が
ど
う
扱
わ
れ
て

於
い
て
は
、
荒
田
な
ど
を
除
く
と、

い
た
か
と
見
る
乙
と
と
す
る
。

北
宋
で
は
天
聖
元
年
(
一
O
二
三
)
以
降
、
戸
絶
田
が
全
面
的
に
出
賀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ζ

の
時
、
承
買
に
首
つ
て
は
優
先
順
位
が

決
め
ら
れ
て
お
り
、
戸
紐
戸
に
近
親
ま
た
は
「
同
居
佃
困
」
者
の
い
な
い
場
合
に
は
、
現
に
租
佃
し
て
い
る
見
佃
人
に
承
買
優
先
権
が
輿
え
ら

同

れ
に
。
ζ

の
時
、
見
佃
人
は
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
佑
銭
を
納
め
て
「
渇
産
牧
買
、
只
依
元
額
納
税
、
不
納
租
課
、
不
得
挑
設
請
佃
」
と
さ
れ

て
い
る
。

ζ

れ
は
、
戸
絶
以
前
に
嘗
該
田
土
が
有
し
て
い
た
雨
税
額
が
、

承
買
人
|
|
新
た
な
田
主
ーー
ー
に
全
額
継
承
さ
れ
る
ζ

と
を
意
味
す
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る
。
経
過
的
に
納
め
て
い
た
租
課
と
は
直
接
の
関
係
を
持
た
な
い
。

し
か
し
、
出
買
劉
象
と
さ
れ
た
戸
紹
田
は
、
必
ず
し
も
見
佃
人
に
承
買
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
承
買
す
る
乙
と
を
決
め
た
後
も
、
債
銭

を
卸
坐
に
支
挑
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
聞
の
租
課
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
問
題
も
生
じ
て
い
に
。

『
舎
要
』

曲旋
回
、
天
聖
七
年
(
一

O
二
九
)
五
月
、
龍
園
間
接
土
知
密
州
奈
粛
の
言
に
よ
る
と
、

三
司
牒
、
戸
絶
荘
田
、
銭
未
足
、
合
納
租
課
者
、
勤
令
迭
納
、
直
俊
納
足
債
銭
開
破
、
若
未
有
人
承
買
者
、
官
定
租
謀
、
令
請
射
戸
供
職
、

と
あ
っ
て
、
戸
絶
田
を
承
買
し
た
が
債
銭
を
完
納
で
き
ず
、
租
課
を
納
め
る
べ
き
者
に
つ
い
て
は
、
債
銭
が
完
納
さ
れ
た
時
黙
で
租
課
を
開
破

す
る
、
と
し
て
お
り
、
租
課
は
債
銭
完
納
時
ま
で
縫
承
さ
れ
る
。
ま
に
、
承
買
人
が
い
な
け
れ
ば
、
官
司
が
租
課
を
立
て
て
租
佃
さ
せ
て
い

る
。
密
州
で
は
前
節
で
見
た
よ
う
に
大
中
鮮
符
八
年
(
一

O
一
五
)
以
後
、
戸
絶
の
荘
が
七
十
七
戸
あ
り
、
う
ち
六
戸
は
戸
絶
以
前
か
ら
「
出
課



撲
佃
」
し
て
、
租
課
を
納
め
て
い
た
が
、
残
り
の
田
土
は
荒
慶
し
て
い
た
。
そ
と
で
乙
れ
を
荒
田
と
し
て
扱
い
、
天
草
四
年
〈

一
O
二
六
〉
七
月

五
日
の
款
に
よ
り
「
召
人
詰
射
」
し
、
た
だ
二
税
の
み
納
め
さ
せ
て
租
課
は
納
め
さ
せ
な
か
っ
に
。
と
ζ

ろ
が
天
聖
五
年
(
一

O
二
七
)
敷
に
よ

り
、
官
、
が
佑
計
し
て
承
買
さ
せ
る
乙
と
と
な
っ
た
の
で
、
四
十
八
戸
に
承
買
さ
せ
た
。
察
粛
は
、
乙
の
問
、
債
銭
を
完
納
し
つ
つ
、
租
課
も
納

め
さ
せ
て
い
る
の
は
承
買
人
(
見
佃
人
)
の
負
携
が
過
重
だ
か
ら
、
租
課
は
除
く
よ
う
乞
う
た
と
乙
ろ
、
三
司
は
、

諸
庭
所
管
戸
紹
荘
因
不
少
、
今
若
不
候
銭
足
、
使
除
租
課
、
稿
慮
承
買
戸
故
一
魚
拓
滞
、
不
納
債
銭
、
欲
乞
、
自
今
後
未
納
足
銭
弁
未
有
人

承
買
、
一
依
併
債
召
人
承
買
、
限
一
年
内
銭
足
、
初
賂
佑
債
及
見
納
租
、
紐
作
十
分
、
如
納
銭
一
分
、
削
除
落
一
分
租
課
、
直
候
納
足
、

方
興
全
克
、

と
し
て
、

あ
く
ま
で
承
買
完
納
ま
で
は
租
諜
を
納
め
さ
せ
る
原
則
を
貫
い
て
い
る
。

な
お
、
佑
債
出
買
し
で
も
承
買
人
が
い
な
い
場
合
は
先
に
見
た
よ
う
に
官
司
が
租
課
を
立
て
て
租
佃
さ
せ
る
と
と
と
な
る
が
、

こ
れ
は
南
宋
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に
於
い
て
も
同
様
で
あ
つ
に
。
す
な
わ
ち
『
舎
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
八
年
(
一
一
五
八
)
十
月
十
七
日
の
詔
に
「
:
:
:
其
間
如
未
有
人
承
買
田

地
宅
合
、
聴
見
佃
賃
人
、
依
奮
管
納
租
課
」
と
あ
り
、

ζ

の
場
合
は
見
佃
人
の
租
佃
を
蓄
額
の
ま
ま
縫
績
さ
せ
て
い
る
例
で
あ
る
が
、

一
般
に

租
佃
田
に
お
け
る
租
課
は
、
所
謂
「
添
租
請
佃
」
に
よ
っ
て
、
次
第
に
高
騰
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
土
地
が
荒
慶
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
来
は
税
田
で
あ
っ
て
、
戸
紐
等
の
理
由
で
波
官
さ
れ
た
官
回
に
於
い
て
は
、
筈
税
額
を
見
佃
人
ま
た
は
承
買
人
に
艦
承
さ

せ
る
の
が
原
則
と
さ
れ
て
い
た
が
、
他
方
、
従
来
よ
り
租
佃
さ
せ
て
い
た
官
田
に
於
い
て
は
、
承
買
後
、
新
た
に
税
額
を
確
定
す
る
乙
と
が
必

要
と
な
る
。
「
起
税
」
「
起
理
二
税
」
「
紐
立
苗
税
」
等
と
呼
稿
せ
ら
れ
る
措
置
で
あ
り
、
新
た
に
民
田
と
し
て
州
懸
の
籍
帳
に
登
籍
さ
れ
る
ζ

と
と
な
る
。
ま
に
、
管
田
を
承
買
す
る
場
合
に
は
、
承
買
後
の
雨
税
額
の
三
分
を
減
ず
る
措
置
が
と
ら
れ
に
乙
と
も
あ
い
ま
に
、

『
禽
要
』

官
回
、
乾
道
九
年
(
二
七
三
)
閏
正
月
二
十
四
日
の
三
省
の
言
に
は
「
新
西
人
戸
請
佃
営
団
、
逐
年
租
謀
、
並
納
稲
穀
充
馬
料
、
今
既
出
賀
、

19 
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印
A
I
起
粉
、
乞
下
州
問
問
、
並
依
奮
折
納
稲
穀
、
(
従
之
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
起
税
後
も
稲
穀
で
折
納
さ
せ
た
例
も
あ
る
。
ま
に
、
沙
田
・
車
場

の
場
合
に
は
、
請
佃
の
段
階
で
は
有
力
者
に
よ
る
不
正
で
、
事
質
上
租
課
す
ら
立
て
ら
れ
な
い
乙
と
が
多
く
、
承
貰
さ
せ
て
起
税
す
る
必
要
度

は
高
か
っ
川
。
な
お
、

『禽
要
』
官
回
、
淳
照
二
年
(
二
七
五
)
六
月

一
日
の
詔
に
「
民
間
見
佃
戸
紐
田
産
、
既
行
出
賀
、
即
是
民
田
、
既
起

理
二
税
、
其
一
冗
佃
和
米
、
並
奥
州
問
除
」
と
あ
る
乙
と
か
ら
す
れ
ば
、
雨
税
額
を
定
め
に
後
、

不
法
に
醤
租
米
を
徴
牧
さ
れ
る
ケ
l
ス
も
あ
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。

官
回
出
資
に
つ
い
て
は
反
封
論
も
多
か
っ

た
が
、

同

役
之
法
、
一
一
挙
而
四
得
点
矢
」
と
い
う
よ
う
な
立
場
が
あ
っ
た
乙
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
官
回
出
賀
は
、
買
上
憤
銭
の
獲
得
を
嘗
面
直
接

の
目
的
と
す
る
も
の
の
、

税
額
を
確
保
す
る
と
い
う
基
本
目
標
に
沿
っ

て、

官
田
を
民
田
化
さ
せ
、

蓄
税
額
を
回
復

・
縫
承
さ
せ
或
い
は
新
た

に
税
額
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
税
田
の
増
加
を
固
る
政
策
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「車
直
樹
其
田
、
而
立
矯
正
税
、

田
即
時
民
、
税
又
開
官
、

不
濁
絶
歎
隠
之
弊
、
又
可
均
吏

「
見
佃
人
」
針
策
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乙
ζ

で
「
見
佃
人
」
と
い
う
の
は
、
乙
れ
ま
で
に
も
崩
れ
た
よ
う
に
、
官
田
が
出
賀
さ
れ
る
段
階
で
、
現
買
に
嘗
該
国
土
を
耕
作
し
て
い
る

制

者
を
指
す
。

出
買
封
象
と
さ
れ
た
官
田
は
、
そ
の
殆
ど
が
現
寅
に
耕
作
者
が
お
り
、
租
課
を
納
め
て
い
る
田
土
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
荒
駿
し
て

耕
作
者
の
い
な
く
な
っ
た
国
土
も
混
官
さ
れ
て
出
賀
さ
れ
た
し
、
詑
名
請
佃
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
現
買
の
耕
作
者
を
掌
握
し
得
な
い
場
合
も

乙
乙
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
「
見
佃
人
」
の
い
る
田
土
が
出
賀
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
耕
作
権
に
ど
の
よ
う
な
饗
化
が
生
じ、

あ
っ
た
が
、

ま
に
、

承
買
す
る
に
嘗
っ
て
ど
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

け

離

業

・
刻

同
出，dql
l
 

北
宋
期
に
於
い
て
は
、

前
節
パ
門
で
見
た
よ
う
に
、
戸
絶
回
の
出
買
に
際
し
、
見
佃
人
↓
地
剤
↓
無
田
産
中
等
以
下
戸
と
い
う
承
買
の
優
先
権



が
輿
え
ら
れ
て
い
た
が
、

は
、
嘗
然
離
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
官
司
に
よ
る
佑
債
は
率
ね
高
重
で
あ
っ
た
し
、

貫
封
投
獄
方
式
の
下
で
は
見
佃
人
の
地
位
は
さ

承
買
で
き
な
い
場
合
に
は
、

所
定
の
租
課
に
よ
っ
て
租
佃
を
縫
績
で
き
た
も
の
の
、

別
人
に
承
買
さ
れ
た
場
合
に

ら
に
不
安
定
に
な
ら
、ざ
る
を
得
な
い
。

官
田
出
貰
が
「
奪
民
田
也
」
と
し
て
反
劃
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

南
宋
に
入
り
、
貫
封
投
朕
方
式
の
下
で
官
田
出
買
が
次
第
に
大
規
模
な
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

の
縫
績
は
、
次
第
に
困
難
な
肱
況
に
置
か
れ
て
ゆ
く
。

そ
の
過
程
で
、
見
佃
人
の
耕
作

紹
興
三
年
(
一
一
一
二
一
ニ
)
、
三
年
を
鰹
に
荒
閑
田
(
現
に
納
税
し
て
い
る
も
の
)
が
出
貰
劃
象
に
加
え
ら
れ
川
。

ζ

の
時
、
承
買
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
に
は
租
課
を
立
定
し
て
「
許
人
戸
添
租
承
佃
、
給
最
高
之
人
、
若
召
到
人
所
入
租
課
、
興
見
佃
人
所
入
同
数
、
即
先
給
見
佃
人
」
と
さ
れ
て

お
り
、
乙
れ
に
よ
る
と
「
添
租
承
佃
」
し
て
別
人
の
入
札
し
た
額
を
超
え
な
い
限
り
、
見
佃
人
は
離
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
紹

興
十
二
年
(
一
一
四
二
〉
の
戸
部
の
言
に
よ
る
と
、

「
賂
見
今
未
買
回
産
、
令
見
佃
人
、
限
半
月
添
租
三
分
、
依
奮
承
佃
、
如
出
限
不
願
添
租、

- 21-

即
勤
令
離
業
、
其
積
年
抱
欠
、
合
催
理
租
謀
、
並
限
一
日
納
足
、
仰
別
召
人
、
再
限
一
月
、
寅
封
投
朕
添
租
剣
佃
」
と
あ
っ
て
、
半
月
以
内
に

三
分
添
租
し
な
け
れ
ば
た
だ
ち
に
離
業
さ
せ
、

積
年
の
施
欠
や
所
定
の
租
課
を
一
日
で
完
納
さ
せ
た
上
で
、
別
人
に
よ
る
添
租
剣
佃
を
行
な
わ

せ
て
い
る
。
承
買
能
力
、

或
い
は
添
租
す
る
資
力
の
な
い
見
佃
人
に
と
っ
て
は
、
租
佃
の
縫
承
す
ら
容
易
で
は
な
く
、
寧
ろ
出
買
策
の
展
聞
に

伴
っ
て
、
半
ば
強
制
的
に
離
業
さ
せ
ら
れ
て
い
つ
に
の
が
寅
情
で
あ
っ
た
。

ま
に
、
官
回
を
承
買
す
る
際
、
貫
封
投
獄
方
式
の
下
で
は
、
入
札
に
よ
っ
て
最
高
額
が
決
ま
る
と
、
そ
の
債
格
を
ま
ず
見
佃
人
に
示
し
て
承

買
す
る
か
ど
う
か
を
問
う
と
と
れ比
さ
れ
て
い
た
。

ζ

れ
は
紹
興
五
年
(
二
三
五
)
の
規
定
で
は
「
限
五
日
供
具
回
報
」
す
な
わ
ち
五
日
以
内
1

回
報
す
る
と
と
と
き
れ
て
い
た
が
、
紹
興
二
十
九
年
(
二
五
九
)
に
な
る
と
、
回
債
の
減
額
措
置
を
伴
う
も
の
の
、
一
日
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。

乙
う
い
っ
た
措
置
が
、
見
佃
人
の
耕
作
の
縫
績
を
盆
々
困
難
な
も
の
に
し
た
ζ

と
は
確
か
で
あ
る
。
有
力
者
と
の
資
力
の
差
と
か
、
形
勢
・
公

吏
の
不
正
と
い
っ
た
理
由
で
、
見
佃
人
の
地
位
が
次
第
に
不
安
定
な
も
の
と
な

っ
た
面
も
勿
論
あ
る
が
、

寧
ろ
出
寅
策
そ
れ
自
般
の
う
ち
に
、

見
佃
人
の
耕
作
の
縫
績
を
不
可
能
に
し
て
ゆ
く
要
因
が
含
ま
れ
て
い
た
乙
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
敢
て
ζ

の
乙
と
を
確
認
す
る
理
由
は
、
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次
に
見
る
よ
う
に
、

ζ

う
し
た
見
佃
人
の
耕
作
権
の
不
安
定
化
と
並
行
し
て
、
承
買
に
嘗
っ
て
、
見
佃
人
に
射
す
る
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
ゆ

く
と
い
う
、

一
見
あ
い
矛
盾
す
る
事
貨
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

仁)

優

;匿

描ー

置

官
回
の
出
賀
策
が
、
物
力
銭

・
和
買
役
銭
の
減
菟
措
置
を
伴
っ
て
い
た
ζ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

と
れ
は
一
般
に
官
回
出
買
を
数
果

的
に
運
用
す
る
た
め
の
優
菟
規
定
で
は
あ
っ
て
も
、
直
接
見
佃
人
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
乙
ζ

で
検
討
し
た
い
の
は
、
承
買
人
が
見
佃

人
H
耕
作
者
で
あ
る
と
い
う
篠
件
が
、
承
買
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
評
債
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
ζ

れ
は
、
長
期
に
わ
た
る
官
回
出
貰
策
の
展
開
の
過
程
で
、
園
家
の
側
で
つ
ね
に
配
慮
せ
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
問
題
で
あ
り
、
{
呂
田

耕
作
者
に
と
っ
て
は

そ
の
耕
作
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
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見
佃
人
に
劃
す
る
優
遇
は
、
承
買
す
る
国
土
の
佑
債
を
減
ず
る
と
い
う
方
式
で
措
置
さ
れ
た
。
見
佃
人
に
劃
す
る
優
遇
措
置
と
し
て
は
、
前

節
で
見
た
よ
う
に
、
北
宋
前
期
に
於
い
て
、
地
郊
や
無
産
戸
よ
り
優
先
的
に
承
買
で
き
る
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
が
、
南
宋
期
に
於
い
て
は
、

主
と
し
て
寅
封
投
獄
方
式
で
出
賀
さ
れ
て
い
た
乙
と
も
あ
っ
て
、
北
宋
前
期
に
於
け
る
よ
う
な
優
先
権
は
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
寧
ろ
、
決

定
さ
れ
た
佑
慣
に
、
見
佃
人
が
ど
う
割
腹
す
る
か
、

と
い
う
形
で
事
が
運
ば
れ
る
た
め
に
、
自
ず
と
見
佃
人
に
劃
す
る
優
遇
措
置
が
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
ζ

ろ
で
、

田
債
を
減
額
す
る
と
い
う
優
遇
措
置
も
、
見
佃
人
が
承
買
す
る
場
合
に
於
い
て
の
み
有
数
な
も
の
で
あ
る
。

田
債
の
減
額
は
、

次
の
場
合
に
行
な
わ
れ
る
。

(a) 

租
佃
期
聞
が
長
期
に
わ
に
る
場
合

附
叫

北
宋
、
治
卒
四
年
(
一

O
六
七
)
に
は
、
租
佃
五
十
年
に
及
ぶ
者
に
国
債
の
三
分
を
減
ず
る
措
置
が
と
ら
れ
た
と
と
が
あ
り
、

南
宋
、
紹
興



五
年
〈
二
三
五
)
に
は
佃
賃
三
十
年
以
上
に
及
ぶ
者
に
、
国
債
の
二
分
を
減
じ
た
例
が
あ
引
。
見
佃
人
が
自
ら
耕
作
し
て
い
る
国
土
を
承
買
す

る
場
合
、

そ
の
租
佃
期
間
の
長
さ
は
、

回
債
の
減
額
に
最
も
有
利
な
篠
件
と
し
て
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

乙
の
二
例
を
除
き
、
出
買
に

関
連
す
る
諸
史
料
で
殆
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
と
乙
ろ
を
見
る
と
、
現
賓
に
は
あ
ま
り
有
数
に
作
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(b) 

田
土
に
功
力
を
施
し
て
い
る
場
合

出
買
封
象
と
さ
れ
た
田
土
に
見
佃
人
が
諸
種
の
功
力
を
施
し
て
い
た
場
合
、

(一

O
六
九
〉
六
月
十
二
日
の
詔
に
初
め
て
見
え
制
が
、
乙
れ
は
荒
土
砂
』
詰
責
し
た
場
合
の
措
置
で
あ
り
、
出
買
に
伴
う
田
債
の
減
額
措
置
と
は

田
債
は
減
額
さ
れ
た
。

功
力
を
佑
直
し
た
例
は

回
一
寧
二
年

い
い
難
い
。
出
責
策
と
か
か
わ
っ

て
功
力
が
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
全
面
的
な
官
回
出
買
策
が
展
開
さ
れ
た
政
和
元
年
(
一
一
一
一
)
の
こ
と
で

乙
の
時
、
相
州
で
も
と
白
地
に
係
る
官
田
が
出
費
さ
れ
た
が
、

ζ

れ
は
承
佃
後
に
佃
戸
、
が
桑
裂
の
類
を
栽
穫
し
て
い
る
地
段
で
あ
る
と

し
て
、
佃
人
の
功
力
を
は
か
つ
て
、
国
債
と
は
別
箇
に
佑
直
し
て
い
る
。
功
力
が
ど
の
程
度
に
見
積
ら
れ
、
国
債
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
っ
た

か
は
剣
ら
な
い
が
、
出
買
に
際
し
て
功
力
が
佑
債
さ
れ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
場
合
は
、
見
佃
人
が
承
買
す
る
に
嘗
っ
て
と
ら
れ

た
措
置
で
は
な
い
。
南
宋
に
な
っ
て
、
紹
興
二
十
八
年
(
二
五
八
い
に
は
、
「
今
来
所
責
田
宅
、
其
間
若
有
見
佃
人
己
施
工
力
布
種
、
聴
牧
首

年
花
利
、

管
納
租
課
、
内
情
願
、
令
買
人
償
其
工
直
、
卸
交
業
者
聴
」
と
し
て、

承
買
人
か
ら
工
直
を
償
還
さ
せ
る
乙
と
を
許
し
て
い
る
が
、

あ
る
。
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ζ

れ
も
工
直
の
償
還
が
行
な
わ
れ
る
だ
け
で
、
見
佃
人
の
承
買
の
際
の
優
遇
措
置
で
は
な
い
。
見
佃
人
が
承
買
す
る
場
合
に
、
「
国
債
の
二
分
」

を
減
ず
る
措
置
が
初
め
て
と
ら
れ
た
の
は
、
紹
興
二
十
九
年
(
一
一
五
九
)
の
乙
と
で
あ
る
。
『
曾
要
』
官
回
、
同
年
七
月
五
日
の
戸
部
提
領
官

田
所
の
措
置
の
一
つ
に
、
「
若
見
佃
人
先
佃
荒
田
、
曾
用
工
開
墾
、
以
二
分
債
銭
償
還
工
力
之
費
、
如
元
熟
田
、
不
在
給
二
分
之
数
」
と
あ
り
、

荒
田
を
開
墾
し
た
場
合
に
は
、
見
佃
人
が
承
買
す
る
な
ら
ば
、
国
債
の
二
分
を
減
じ
て
工
力
之
費
と
し
て
償
還
さ
れ
る
乙
と
と
さ
れ
た
。
ま
た

一
繭
州
の
沙
泥
田
の
場
合
は
、

ζ

れ
よ
り
さ
き
、
国
債
の
三
分
を
減
じ
て
い
る
。
乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も
荒
田
・
沙
回
等
、
佃
戸
が
開
墾
の
功
力
を

施
し
た
田
土
で
あ
り
、
熟
田
の
場
合
に
は
優
遇
措
置
を
伴
わ
な
い
。
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(c¥ 

質
針
投
肢
に
よ
る
佑
債
で
承
買
す
る
場
合

買
封
投
獄
に
よ
っ

て
最
高
入
札
額
で
佑
慣
が
決
ま
る
と
、

官
司
は
そ
の
佑
債
で
見
佃
人
に
承
買
の
意
志
の
有
無
を
問
う
。
ζ

の
佑
債
で
見
佃

人
が
『感賞
す
る
場
合
に
は
、

『曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
九
年

(
一
一
五
八
)

七
月
五
日
の
戸
部
提
領
官
田
所
の

措
置
の
一

つ
に

「
以
最
高
銭

数
、
取
問
見
佃
人
、

如
願
依
債
承
賀
、
限

一
日
自
陳
、
輿
減
二
分
債
銭
給
賀
、
如
不
願
承
賀
、
即
三
日
批
退
、
給
債
高
仏
」

と
あ
る
よ
う
に
、

一
日
以
内
に
承
買
を
決
定
す
れ
ば
、
佑
債
の
二
分
を
減
ず
る
措
置
で
あ
り
、

無
保
件
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(dl 

営
団
を
承
買
す
る
場
合

乾
道
年
聞
に
は
営
団
の
出
績
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

営
団
に

つ
い

て
は
、
仙
の
在
官
田
と
異
な
り
、
無
候
件
で
、
見
佃
仏
に
劃

し
て
は
回
債
の
二
分
を
減
じ
た
。
見
佃
人
で
な
い
場
合
に
は

「
合
就
所
佑
債
銭
、
増
銭
承
買
」
、
或
い
は
「
召
人
質
封
投
獄
、
増
債
承
買
」
す
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る
ζ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
見
佃
人
優
遇
措
置
の
一
つ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

ほ
ぼ
紹
輿
末
年
か
ら
乾
道
年
聞
に
か
け
て
、
見
佃
人
に
劉
し、

回
債
の
二
分
減
で
承
買
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
結

果
、
見
佃
人
の
側
で
、

承
買
債
格
よ
り
高
い
額
で
他
人
に
轄
責
し
に
り
、
或
い
は
他
人
の
銭
物
で
牧
買
し
に
の
ち
、
増
債
し
て
準
折
す
る
と
い

っ
た
行
焦
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

ま
に
、

見
佃
人
と
い
っ
て
も
全
て
が
現
買
の
耕
作
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
形
勢
豪
強
に
よ
る
冒

占
、
或
い
は
詑
名
請
佃
で
あ
る
場
合
が
多
か
つ
に
が
、
乙
れ
に
劃
し
て
は
、

紹
興
二
十
九
年
、
現
買
に
居
住
し
て
い
て
租
諜
を
納
め
、
す
で
に

功
力
を
施
し
て
い
る
な
ら
ば
乙
れ
を
見
佃
人
と
み
な
し
て
承
買
さ
せ
、
ま
に
、
出
責
田
土
を
官
戸
形
勢
戸
が
請
佃
坐
占
し
て
承
買
し
な
い
場
合

に
は
、
官
が
債
格
を
佑
定
し
て
、
見
佃
人
に
強
制
的
に
承
買
さ
せ
て
い
る
。
有
力
者
が
詑
名
請
佃
し
て
い
る
場
合
に
は
、
「
今

一
日
一
承
買
官
産
、

即
門
戸
褒
培
、
無
白
隠
議
、
以
致
遅
疑
不
敢
投
獄
」
と
い
う
よ
う
に
、
な
か
な
か
承
買
を
行
な
わ
な
い
ζ

と
が
多
か
っ
た
に
め
で
あ
る
。
見
佃



人
に
は
乙
の
よ
う
な
側
面
も
あ
っ
た
が
、
官
田
出
責
策
が
、
宋
朝
の
土
地
政
策
と
し
て
、
冒
占
・
詑
名
請
佃
な
ど
租
佃
方
式
に
伴
う
弊
害
を
除

去
し
、
租
佃
回
の
税
固
化
を
園
る
と
い
う
基
本
方
向
に
、
沿
っ
て
運
用
さ
れ
る
以
上
、
見
佃
人
が
承
買
す
る
に
際
し
て
国
債
の
減
額
と
い
う
優
遇

措
置
が
と
ら
れ
る
の
は
、
極
め
て
嘗
然
の
ζ

と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
見
て
き
た
国
債
減
額
措
置
は
、
全
て
見
佃
人
が
承
買
す
る
場
合
に
限
つ
て
の
み
有
数
な
も
の
で
あ
り
、
承
買
し
得
な
い
限

り
に
於
い
て
は
、
ハ
門
で
見
た
よ
う
に
、
見
佃
人
は
租
佃
の
縫
績
す
ら
極
め
て
巌
し
い
獄
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
耕
作
権
の
不
安
定

化
と
、

回
債
減
額
に
よ
る
優
遇
と
が
同
時
並
行
し
て
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
乙
の
乙
と
は
、
見
佃
人
に
劃
す
る
優
遇
措
置
が
、
耕
作
権
の
伸
長

の
方
向
で
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
逆
に
、
耕
作
権
を
剥
奪
す
る
方
向
に
作
用
し
た
ζ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
見
佃
人
に
と
っ
て
は
、

耕
作
し
て
い
る
田
土
を
承
買
し
な
い
限
り
、

か
、
耕
作
権
の
維
持
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

耕
作
の
縫
績
は
不
可
能
に
近
か
っ
た
の
で
あ
り
、

承
買
す
な
わ
ち
所
有
権
の
獲
得
に
よ
っ
て
し

嘉
定
十
二
年
〈
二
二
五
)
に
と
ら
れ
た
措
置
の
一
つ
が
、
二
十
年
以
上
租
佃
を
縫
績
し
て
い
た
見
佃
人
に
封
し
、
佑
債
承
買
さ
せ
る
乙
と
な

く
、
「
佃
帖
」
に
基
づ
い
て
税
額
を
定
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
は
第
一
節
に
於
い
て
見
に
通
り
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
見
佃
人
の
長
期

同
叫

に
わ
た
る
租
佃
と
い
う
篠
件
そ
の
も
の
が
い'
租
佃
田
を
そ
の
ま
ま
税
回
化
さ
せ
た
例
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
措
置
は
、
こ
れ
ま
で
の
官
回
出
賓

策
に
於
い
て
一
度
も
と
ら
れ
た
乙
と
は
な
く
、
承
買
に
よ
ら
な
い
租
佃
回
の
税
回
化
と
い
う
意
味
で
、
官
回
出
買
策
の
一
つ
の
錆
結
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
官
回
出
貰
策
は
、
出
貰
債
銭
の
確
保
と
い
う
目
的
と
同
時
に
、
租
佃
田
の
税
固
化
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

-25ー

結

宋
代
に
於
け
る
官
回
出
貰
策
は
、
一
幅
州
官
旺
を
例
外
と
し
て
、
北
宋
前
期
に
は
籍
渡
田

・
戸
絶
田
の
一
部
を
劃
象
と
し
て
い
た
が
、
天
聖
年

聞
に
戸
絶
田
の
全
面
出
貰
策
が
と
ら
れ
て
以
降
、
照
寧
年
聞
に
は
賓
封
投
獄
方
式
に
切
換
え
ら
れ
て
、
次
第
に
折
納
・
抵
嘗
回
も
こ
れ
に
よ
る

25 

ζ

と
と
さ
れ
、
政
和
年
聞
に
は
屯
田
を
除
く
官
田
の
全
面
出
貰
策
が
打
出
さ
れ
た
。
ζ

れ
は
す
ぐ
に
中
止
さ
れ
に
が
、
南
宋
に
入
る
と
、
何
度
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か
短
い
中
断
期
を
は
さ
み
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
全
時
期
を
通
じ
て
出
賢
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
出
貰
釣
象
も
、
戸
組
等
の
波
宮
回
以
外
に
、
荒
田

や
沙
問
、
さ
ら
に
は
営
団
へ
と
臓
が
り
、
紹
興
か
ら
淳
照
の
聞
に
は
大
規
模
な
展
開
を
見
せ
た
。
(
呂
田
出
貰
は
、
貰
上
げ
憤
銭
を
確
保
す
る
と

い
う
嘗
面
の
目
的
以
外
に
、
冒
占
や
誌
名
請
佃
の
弊
を
絶
ち
、
承
買
さ
せ
る
乙
と
に
よ
り
租
佃
回
を
税
田
化
し
て
、
雨
税
額
を
確
保
す
る
ζ

と

を
目
的
と
し
た
。
出
貰
策
が
展
開
す
る
に
つ
れ
て
、
現
質
の
耕
作
者
H
見
佃
人
H
は
、
自
ら
が
耕
作
し
て

い
る
田
土
を
承
買
し
得
る
場
合
に
は

田
債
の
二
分
減
と
い
う
優
遇
措
置
が
興
え
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
承
買
で
き
な
い
場
合
に
は
次
第
に
耕
作
の
維
持
が
困
難
と
な
り
、
牢
ば
強
制
的

に
離
業

・
剣
佃
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
長
期
に
わ
た
っ
て
租
佃
を
縫
績
し
て
い
た
場
合
に
は
、
承
賀
す
る
こ
と
な
く
租
佃
田
を
税
固
化

さ
せ
た
例
が
あ
る
。

ζ

れ
は
嘉
定
年
聞
に
と
ら
れ
た
措
置
で
、
極
め
て
異
例
の
も
の
で
あ
る
が
、
官
田
出
貰
の
大
き
な
目
的
、
が
租
佃
田
の
税
田

化
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
出
頁
策
の

一
つ
の
締
結
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

宋
代
に
於
け
る
官
田
の
耕
作
は
、
屯
田
や
皐
田

・
職
田

・
官
荘
を
除
け
ば
、
軍

一
に
租
佃
田
と
し
て
、
或
い
は
官
田
の
小
作
と
し
て
と
ら
え

る
ζ

と
の
で
き
な
い
面
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
、

多
種
の
官
田
が
出
貰
策
の
下
に
、

し
か
も
長
期
に
わ
た
っ
て
置
か
れ
て
い
た
乙
と
、
す
な
わ

- 26ー

ち
官
田
の
民
田
化
、
租
佃
自
の
税
固
化
と
い
う
基
本
方
向
に
沿

っ
て
官
田
針
策
が
立
て
ら
れ
て
い
た
乙
と
は
、

宋
代
官
田
の
一
つ
の
特
質
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
ャ
コ
。

宋
代
の
官
回
に
つ
い
て
は
、

そ
の
地
目
の
多
機
性
と
と
も
に

そ
れ
ぞ
れ
の
来
源
や
運
営
方
法
、

土
地
規
制
の
あ
り
方
等
に
於
い
て
持
つ

多
様
性
が
、
系
統
的
に
把
握
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
官
回
出
買
と
い
う
政
策
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
出
貰
策
が
採
ら
れ
て
い
た
期
間
で
あ
る

か
中
止
期
間
で
あ
る
か
、
或
い
は
出
貰
封
象
と
さ
れ
て
い
た
地
目
で
あ
る
か
針
象
外
と
さ
れ
て
い
た
地
目
で
あ
る
か
、
或
い
は
出
買
に
嘗
っ
て

い
か
な
る
税
法
上
の
措
置
が
施
さ
れ
て
い
た
か
な
ど
の
黙
に
、
充
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
ζ

れ
ら
の
貼
が
充
分
に
検
討
さ
れ
た

と
は
思
わ
な
い
が
、
官
固
に
於
け
る
諸
種
の
慣
行
|
|
生
産
関
係
・
土
地
政
策
の
面
に
於
け
る
ー
ー
を
、
単
に
官
田
耕
作
H
租
佃
(
小
作
)
と

し
て
一
般
化
し
、
民
固
に
於
け
る
租
佃
閥
係
に
無
媒
介
に
移
行
さ
せ
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
宋
代
の
官
田
は
民

回
と
は
異
な
る
土
地
規
制
を
受
け
て
お
り
、

出
貰
策
も
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

乙
の
よ
う
な

「
土
地
政
策
」

的
観
貼
に
立
っ
た
上



で
、
元
・
明
時
代
の
官
田
と
比
べ
て
宋
代
の
官
田
が
持
つ
固
有
の
面
を
評
債
し
、
歴
史
的
位
置
づ
け
を
興
え
る
べ
、
き
で
あ
ろ
う
。
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註ω
侯
外
魔
「
中
園
封
建
枇
曾
土
地
所
有
制
形
式
的
問
題
|
|
中
園
封
建
枇

倉
時
世
展
規
律
商
免
之

一
I
I
I
a
」
及
び
華
山
「
閥
子
宋
代
的
客
戸
問
題
」
(
と

も
に

『中
園
封
建
枇
曾
土
地
所
有
制
形
式
問
題
討
論
集
』
上
、
一
九
六
二

所
収
〉
。
な
お
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
柳
田
節
子
「
最
近
の
中
園
に

お
け
る
宋
代
土
地
制
度
研
究
|
|
華
山
『
閥
子
宋
代
的
客
戸
問
題
』
を
中

心
と
し
て
||
」
(『
東
洋
文
化
』
三
七
、
一
九
六
四
)
参
照
。

ω
程
湖
洛
「
南
宋
的
官
田
制
度
輿
農
民
」
(
同

ω所
枚
)
。

ω
草
野
靖
「
宋
代
官
田
の
経
営
類
型
」
(『
日
本
女
子
大
摩
文
察
部
紀
要
』

一
八
、
一
九
六
九
〉
参
照
。

ω
こ
う
い
っ
た
傾
向
を
批
刻
し
た
も
の
と
し
て
柳
田
節
子
「
宋
代
地
主
制

と
公
権
力
」
(
『
東
洋
文
化
』
五
五
、
一
九
七
五
〉
参
照
。
ま
た
最
近
、
高

橋
芳
郎
氏
が
「
宋
代
官
回
の
所
謂
佃
織
に
つ
い
て
ー
ー
そ
の
質
種
と
歴
史

的
位
置
|
|
」
(
『
史
朋
』
五
、
一
九
七
六
)
に
於
い
て
、
周
藤
吉
之
氏
や

草
野
靖
氏
の
と
ら
れ
た
方
法
に
於
け
る
官
田
・
民
団
の
同
列
視
を
巌
し
く

戒
め
る
立
場
か
ら
「
立
償
交
佃
」
や
「
佃
植
」
等
の
問
題
に
批
剣
を
加
え

て
い
る
。

ω
『
宋
史
』
容
一
七
回
、
食
貨
上
二
、
賦
税
、
「
宋
制
裁
賦
、
其
類
有
五
、

日
公
国
之
賦
、
凡
回
之
在
官
、
賦
民
耕
、
而
枚
其
租
者
是
也
、
自
民
団
之

賦
、
百
姓
各
得
専
之
者
是
也
」
。

制
中
村
良
成
「
宋
代
客
戸
制
度
の
一
試
論
」
(『
秋
大
史
皐
』
二

O
、

七
一
二
)
参
照
。

九

川

w

拙
稿
「
宋
代
に
於
け
る
逃
繁
田
針
策
の
餐
遜
過
程
」
(
鹿
児
島
大
事
法

文
皐
部
紀
要
『
文
筆
科
論
集
』

一
O
、
一
九
七
四
)
参
照
。

制

『

宋

曾
要
綿
稿
』
食
貨
六
て
官
田
雑
録
、
乾
道
三
年
六
月
一
日
、
三

省
言
、
戸
部
乞
出
費
笹
田
事
、
今
陵
商
所
運
司
目
六
到
本
路
管
田
、
己
佃
九

十
二
高
六
千
徐
頃
、
内
二
十
四
高
、
元
無
二
税
、
只
納
租
課
一
色
、
外
有

六
十
七
寓
六
千
絵
頃
、
係
元
有
二
税
、
更
貼
納
租
謀
。
な
お
、
官
田
雑
録

は
乾
道
九
年
ま
で
食
貨
五
に
重
出
す
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
嘉
定
十

二
年
ま
で
の
記
載
が
あ
る
食
品
貝
六
一
か
ら
引
用
す
る
こ
と
と
し
、
『
曾
要
』

官
回
、
と
略
稽
す
る
。
食
貨
六
三
山
民
団
雑
録
〈
乾
道
九
年
ま
で
食
貨
一
に

重
出
〉
、
食
貨
六
三
倍
回
雑
録
(
乾
道
九
年
ま
で
食
貨
二
・
三
に
重
出
)

等
も
、
同
療
に

『
曾
要
』
曲
旋
回
、
『
曾
要
』
笹
田
と
略
稽
し
、
食
品
貝
六

一

民
産
雑
録
、
食
貨
六
九
逃
移
等
に
つ
い
て
も
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
『
曾

要
』
民
産
、
『
曾
要
』
逃
移
等
と
略
稽
す
る
。

例
福
州
「
官
荘
』
や
江
西
の
「
係
省
額
屯
田
」
、
新
西
の
「
省
田
」
、
四
川

の
「
営
団
」
「
省
屯
田
」
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
出
寅
封
象
と
さ
れ
る

段
階
で
(
福
州
「
官
荘
」
を
除
き
結
局
は
出
費
さ
れ
な
か
っ
た
が
〉
伎
に

事
質
上
民
固
化
し
て
い
た
官
回
で
あ
り
、
そ
の
特
殊
性
を
認
め
た
上
で
考

察
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
鮎
、
内
河
久
卒
「
宋
初
繭
州
官
妊
に
闘
す
る
一

考
察
1
1
l
佃
戸
と
図
家
権
力
と
の
閥
係
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(『
駿
牽
史
翠
』

三
四
、
一
九
七
四
)
及
び
高
橋
芳
郎
註

ω論
文
の
見
解
に
従
い
た
い
。

M
W

宋
代
の
官
回
出
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
於
い
て
、
註
例

一 27ー
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の
特
殊
な
官
凹
を
扱
っ
た
も
の
の
他
、
間
接
的
部
分
的
に
燭
れ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
宋
朝
一
代
の
土
地
政
策
と
し
て
扱
っ
た
も
の
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
た
だ
周
藤
士
口
之

「
南
宋
に
お
け
る
屯
図
・

後
回
官
妊
の
経脇田

l
l

官
回
の
荘
園
制
設
展
と
し
て
|
|
」
(『
中
園
土
地
制
度
史
研
究
』
一

九
五

四
所
牧
)
が
笹
田
の
出
資
に
つ
い
て
一
部
そ
の
経
過
を
述
べ
て
お
り
、
信
一

抄
雅
章
「
北
宋
士
大
夫
の
徒
居
と
買
回
||
主
に
東
披
尺
般
を
資
料
と
し

て
|
|
」
(『史
林
』
五
四
|
二
、
一
九
七
一
)
に
、
官
回
出
資
策
に
つ
い

て
の
簡
略
な
叙
述
が
あ
る
。

ω
中
川
摩
「
唐
代
の
客
戸
に
よ
る
逃
棄
回
の
保
有
」
(
『
一
橋
論
叢
』
五
三

ー

一
、
一
九
六
五
〉
及
び
制
稿
註
明
論
文
参
照
。

ω
『醤
唐
重
田
』
各
二
ハ
三
、
底
的
問
僻
停
。

帥
『
冊
府
元
勉
』
谷
四
九
五
、
邦
計
部
、
田
制
、
後
唐
怒
帝
降
順
元
年

(
九
三
四
〉
正
月
の
詔
。

帥
同
容
四
八
、
帝
王
部
、
従
人
欲
、
後
周
太
租
庭
順
元
年
(
九
五
一
)
三

月
丁
卯
、
西
頭
供
奉
官
成
師
範
の
奏
。

帥
『
五
代
舎
要
』
谷
一
五
、
戸
部
、
底
順
二
三
己
年
(
九
五
三
)
正
月

の
殺
。

帥
戸
令
に
於
い
て
は
、
戸
紹
の
資
産
は
近
親
に
特
易
貨
資
し
、
葬
事
を
管

み
、
及
び
功
徳
を
量
管
す
る
他
は
、
出
嫁
女
乃
至
親
属
に
均
奥
し
、
親
戚

な
き
場
合
は
官
が
検
校
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
仁
井
田
殴
「
唐
宋

時
代
の
家
族
共
産
と
遺
言
法
」
(
『
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
所

牧
)
等
参
照
。

肋
『
曾
要
』
農
回
、
大
中
群
符
六
年
(
一

O
一
四
)
六
月
の
練
、
及
び
同
、

天
橋
二
年
(
一

O
一
八
)
二
月
の
係
。

紳
「
麿
の
荘
園
の
性
質
及
び
そ
の
由
来
に
就
い
て
L
(
『
支
那
経
済
史
考
詮
』

上
)
。
「
宋
代
以
後
の
土
地
所
有
形
髄
」
(
『
東
洋
史
研
究
』

九
五
二
)
。

帥
『
禽
要
』
山
球
団
「
天
鵡
五
年
六
月
、
司
動
員
外
郎
越
賀
言、

川
界
戸
紹

田
土
、
昨
准
救
、
除
二
税
外
、
悉
定
租
課
、
召
人
請
佃
、
縞
慮
租
賦
檎
重
、

笠
且
許
依
奮
佑
直
貨
獄
、
従
之
」
。
除
二
税
外
と
は
承
買
さ
れ
た
回
土
に

雨
税
を
課
し
た
こ
と
を
指
す
。

帥
問
、
天
聖
元
年
七
月
、
園
子
博
士
張
窓
上
言
、
累
有
百
姓
陳
欣
穂
、
震

自
来
官
中
定
年
深
戸
組
租
謀
、
積
良
川
物
放
己
多
、
迭
納
不
前
、
:
:
:
(
一一一司)

欲
乞
、
勘
曾
戸
紹
回
、
動
令
佐
打
且
奥
地
歩
什
物
、
佑
計
銭
数
、
申
州
、
州

選
幕
職
官
再
行
穣
検
印
、
傍
一
示
見
佃
戸
、
依
佑
銭
納
、
間
員
充
永
業
、
不
得

更
将
肥
田
請
佃
、
充
下
熔
描
問
、
:
:
:
従
之
。

帥
問
、
天
聖
三
年
十
月
、
「
・
・
三
司
言
、
按
天
聖
元
年
七
月
敷
、
戸
紹

回
、
令
佐
査
時
打
量
地
段
、
佑
計
屋
台
動
使
申
州
、
委
同
剣
幕
職
再
行
覆

検
、
出
傍
時
開
示
見
佃
戸
納
銭
、
喝
産
牧
買
、
只
依
元
額
納
税
、
不
納
租

課
、
不
得
挑
段
請
佃
」
。

M
W

問
、
天
聖
五
年
六
月
の
係
。

帥
『
曾
要
』
民
産
、
天
塑
六
年
(
一
O
二
八
)
十
二
月
の
係
。

帥
同
右
。

伺
『
長
編
』
谷
一

O
六
、
天
聖
六
年
二
月
甲
午
の
係
。

帥
『
曾
要
』
由
民
団
、
天
聖
七
年
五
月
の
係
。

帥
『
長
編
』
倉
一
二
二
、
貿
元
元
年
十
一
月
乙
未
の
係
。

帥
問
、
鹿
暦
三
年
十
一
月
壬
辰
の
係
。

同
刊
『
曾
要
』
常
卒
倉
「
至
和
二
年
三
月
五
日
、
知
念
州
張
方
卒
言
、
盆
・

梓

・
利
・
義
路
寅
到
戸
紹
荘
国
債
銭
、
欲
乞
下
四
路
鵜
〔
運
〕
司
、
鐙
笈

入
提
刑
司
」
。
ま
た
、
向
、
削
減
回
、
治
卒
四
年
十

一
月
「
三
司
世間
、山山
真
京
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東
等
路
戸
紹
波
納
荘
回
、
詔
、
内
有
租
佃
戸
及
五
十
年
者
、
如
自
収
買
、

奥
子
十
分
債
銭
内
減
放
三
分
、
品
川
限
二
年
納
足
、
徐
依
所
請
L

。

帥
『
文
献
通
考
』
容
七
、
田
賦
七
、
官
田
「
嘉
祐
二
年
、
以
天
下
由
民
入
戸

紹
田
、
募
人
耕
牧
其
別
、
置
慶
恵
倉
、
以
賑
貧
人
」
。

帥
『
合
同
要
』
民
産
、
照
寧
元
年
(
一

O
六
八
)
十
月
十
五
日
、
「
利
州
路

提
貼
刑
獄
司
言
、
縛
運
司
牒
、
検
佑
出
費
轄
下
州
府
未
正
媛
康
恵
倉
戸
紹

弁
波
納
荘
回
」
。

M
W

『
曾
要
』
常
卒
倉
、
照
寧
二
年
二
月
八
日
コ
ニ
司
言
、
天
下
屯
田
省
荘
、

皆
子
孫
相
承
、
租
佃
裁
久
、
粂
毎
畝
所
出
子
到
、
比
国
税
数
倍
、
及
戸
紹

図
、
己
援
入
康
悪
倉
者
、
並
乞
不
許
費
、
其
品
跡
捜
納
荘
回
、
願
買
者
襲
、

従
之
」
。
ま
た
問
、
政
和
元
年
九
月
十
四
日
「
線
領
措
置
宮
田
所
奏
、
検

曾
照
寧
二
年
姶
一
月
二
十
四
日
朝
旨
、
制
置
三
司
篠
例
司
奏
、
出
費
康
恵

倉
田
土
、
其
所
委
逐
頃
提
血
争
官
催
趣
出
費
」
。

帥
『
曾
要
』
民
産
、
照
寧
七
年
三
月
三
十
三
日
「
詔
、
戸
紹
妊
産
、
委
開

封
府
界
及
諸
路
提
貼
刑
獄
司
提
轄
、
限
雨
月
、
召
人
充
佃
及
諸
色
人
質
封

投
吠
承
買
、
逐
司
季
具
所
賀
、
闘
提
穆
司
封
椿
、
磁
司
農
寺
移
用
、
場
助

諸
路
常
卒
本
銭
」
。
な
お
『
長
編
』
省
二
五
一
同
年
三
月
乙
未
の
僚
で
は

傍
結
部
分
は
「
召
元
佃
及
諸
色
人
」
、
『
文
献
通
考
』
昌
也
七
、
回
賦
七
、
官

田
で
は
「
召
人
充
佃
及
入
」
と
な
っ
て
い
る
。
子
し
川
舟
凪
叫
が
租
佃
の
意
だ

と
す
る
と
、
提
刑
が
提
轄
す
る
筈
は
な
い
の
で
、
『
長
編
』
に
従
う
。

帥
『
曾
要
』
農
田
、
照
寧
八
年
二
月
二
十
八
日
の
係
。

伺
『
曾
要
』
民
産
、
元
盟
元
年
十
一
月
十
八
日
の
係
。

帥
問
、
建
中
靖
園
元
年
十
月
二
十
一
日
の
係
。

伺
「
請
佃
」
が
必
ず
し
も
租
佃
を
意
味
し
な
い
こ
と
、
拙
稿
註
的
論
文
参

照。

帥
『
曾
要
』
曲
炭
田
、
政
和
元
年
十
月
二
十
二
日
、
総
領
措
置
官
田
所
の
言
に

「
元
奏
請
存
留
屯
回
、
震
河
北
・
侠
西
・
河
東
、
事
干
透
防
利
害
去
慮
、

不
可
出
買
、
若
自
徐
路
分
、
雌
有
屯
田
之
名
、
従
来
止
是
人
戸
出
租
佃
蒔
、

奥
其
他
名
色
官
回
事
鐙
一
般
、
卸
非
事
干
透
防
、
亦
合
出
資
、
ハ
従
之
)
」

と
あ
り
、
内
地
の
屯
田
は
出
費
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
劃
し
て

知
士
口
州
徐
常
が
反
射
し
た
こ
と
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

倒
向
、
政
和
元
年
十
月
二
十
日
、
「
総
領
措
置
宮
田
所
言
、
提
掌
河
北
西

路
常
卒
王
観
奏
、
相
州
見
佑
寅
官
回
、
内
有
元
係
白
地
、
因
人
戸
承
佃
、

後
来
栽
種
到
桑
藁
果
木
之
類
地
段
、
並
合
酬
佃
人
功
力
佑
債
出
費
」
。

帥
仰
向
、
政
和
二
年
四
月
十
七
日
、
及
び
四
月
二
十
二
日
の
係
。
な
お
「
文

献
通
考
』
は
中
止
の
日
付
を
政
和
元
年
八
月
と
し
て
い
る
が
、
『
曾
要
』

の
記
事
が
正
し
い
。

帥
在
藻
の
『
浮
渓
文
粋
』
倉
一
四
「
朝
散
大
夫
直
飽
園
閣
張
公
行
吠
」
参
照
。

倒
『
曾
要
』
官
回
、
建
炎
元
年
五
月
十
日
の
係
、
同
建
炎
四
年
七
月
九
日

の
係
、
同
建
炎
四
年
七
月
十
一
一
一
日
の
係
、
同
紹
興
元
年
十
一
月
二
十
二
日

の
係
、
同
紹
興
二
年
九
月
十
九
日
の
係
、
『
建
炎
以
来
繁
年
要
録
』
ハ
以
下

『
要
録
』
と
略
稽
〉
容
五
、
建
炎
元
年
五
月
丁
未
の
係
、
同
紹
興
二
年
二

月
辛
未
の
係
等
。

M
W

『
曾
要
』
官
田
、
建
炎
三
年
正
月
十
四
日
、
「
江
南
西
路
安
撫

・
都
線

管
司
幹
線
公
事
買
公
睦
言
、
:
:
:
崇
寧
以
来
因
買
撲
坊
場
、
河
波
及
折
欠

官
物
波
納
国
産
、
如
委
賓
元
結
公
案
不
見
、
欲
依
本
官
所
乞
、
依
郷
原
例

紐
折
出
費
、
・
・
・
従
之
」
。

帥
同
帥
、
「
其
態
胃
占
係
省
官
回
宅
之
家
、
指
揮
到
目
、
限
半
月
、
許
人

戸
白
行
陳
首
、
依
組
来
租
謀
輪
納
佃
賃
、
如
無
措
置
傾
倒
、
即
比
近
郊
、
立
定

租
課
潟
准
、
:
:
:
従
之
」
。
『
宋
史
』
省
一
七
三
、
食
貨
上
て
曲
炭
田
「
建
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炎
三
年
、
凡
天
下
官
問
、
令
民
依
郷
原
例
、
自
陳
輪
租
」
等
。

伺
『
曾
要
』
官
田
、
建
炎
四
年
二
月
三
日
の
係
。

制
問
、
逃
移
、
建
炎
四
年
七
月
四
日
、
雨
祈
制
連
司
の
言
に

「
管
下
州
豚

有
被
賊
騒
虜
土
木
錦
之
人
、
見
今
回
業
潟
佃
戸
妄
行
識
認
、
隠
匿
税
役
、

如
三
年
内
田
戸
不
錦
、
卸
依
戸
紹
法
、
:
:
:
従
之
」
と
あ
り
、
問
、
十
月

七
日
の
詔
に
も
「
見
今
業
主
未
蹄
弁
回
戸
死
亡
、
無
人
耕
困
者
、
・
:
如

過
三
年
、
佃
士
エ
不
蹄
、
創
依
戸
紹
法
」
と
あ
っ
て
、
三
年
不
錆
の
逃
楽
回

に
一戸
紹
法
を
適
用
し
て
い
る
。

制
問
、
官
回
、
紹
興
元
年
六
月
九
日
の
係
。

帥
問
、
官
回
、
紹
興
二
年
六
月
二
十
九
日
「
詔
、

諸
路
委
泊
臣
一

員
、
将

管
下
腹
子
係
官
田
土
、
並
行
措
置
出
資
凡
な
お
、

『
要
録
』
各
四
六
、
紹

興
元
年
秩
七
月
戊
申
の
詔
で
は
、
「
久
佃
之
氏
失
業
」
と
い
う
理
由
で
「
諸

路
出
資
官
目
指
簿
、
勿
行
L

と
し
て
お
り
、

谷
五
五
、
翌
二
年
六
月
戊
午

の
詔
で
「
江
市
削
・
湖
股
・
繭
建
諸
路
、
各
委
漕
臣
一
員
、
措
置
出
費
官
悶
」

と
指
示
し
て
い
る
。
『
文
献
通
考
』
谷
七
、
田
賦
七
、
官
田
に
は

「
紹
輿

元
年
詔
、
重
器
諮
路
官
回
、
命
各
路
憲
臣
総
量
措
置
」
と
記
す
の
み
で
、

諸
史
料
の
記
述
に
異
同
が
あ
る
が
、
『
合
要
』
に
従
う
。

帥
『
禽
要
』
官
回
、
紹
興
三
年
三
月
十
三
日
、
「
戸
部
言
、
常
卒
司
見
管
閑

回
、
権
令
人
戸
認
納
二
税
、
却
於
常
卒
倉
迭
納
、
候
及
三
年
、
依
僚
出
資
、

或
立
定
租
課
、
許
人
戸
添
租
承
佃、

給
最
高
之
人
」
。
部
分
的
に
租
佃
さ

せ
て
い
る
鮎
に
注
意。

帥
『
曾
要
』

逃
移
、
紹
興
三
年
四
月
二
十
五
日
、
工
部
侍
郎
李
箆
言
、
卒

江
陥
勝
之
民
業
回
、
多
有
替
佃
戸
主
人
見
用
浩
司
申
請
、
除
放
納
常
賦
外
、

徐
潟
三
分
、
一
以
給
佃
戸
、
一
以
総
官
充
上
供
、
一
以
拘
籍
在
官
、
候
其

飾
業
、
其
佃
田
給
還
、
二
年
不
錦
、
卸
依
戸
紹
法
」
。

制
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
三
年
七
月
二
十
四
日
、
「
臣
僚
言
、
建
州
賊
火

勅
滅
之
後
、
官
司
籍
波
到
敗
中
同
事
国
産
不
少
、
・
・
0

今
来
籍
波
到
賊
入

国
産
、
自
合
依
法
出
資
、
従
之
」

関
『
曾
要
』
官
問
、
紹
興
六
年
二
月
十
二
日
、

「
臣
僚
言
、
雨
漏
東
西

・

江
南
東
西
・
福
建
・
庭
南
東
西
路
所
管
郷
村
戸
紹
井
波
官
及
賊
徒
田
舎
奥

江
滋
沙
問

・
海
退
泥
問
、
昨
骨
坤
粂
併
之
家
作
弊
、
計
婦
人
吏
、
小
立
租
額

佃
賃
、
不
議
蹄
公
上
、
以
降
指
揮
終
逐
色
田
舎
、
委
監
司
総
領
出
資
」
。

国

『

要

録
』
各
一
四
八
、
紹
興
十
有
三
年
閏
四
月
壬
寅
、
「
詔
、
人
戸
態

管
回
産
、
雌
有
契
書
、
而
今
来
不
上
砧
基
簿
者
、
並
拘
浸
入
官
」
。

刷
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
年
四
月
六
日
、
「
戸
部
言
、
契
勘
州
勝
由
民

官
回
土
、
往
往
形
勢
之
家
互
相
刻
佃
、
今
欲
乞
、
更
不
許
人
承
佃
、
並
防

援
常
卒
司
拘
枚
、
奥
見
輿
水
利
一
就
措
置
、
の
令
純
運

・
提
刑
・
茶
腫
等

司
、
如
有
俊
官
同
土
、
印
回
目
数
報
常
卒
司
拘
牧
、
・
:
従
之
」
。

回
『
曾
要
』
官
回
、
紹
輿
二
十
八
年
十
月
十
七
日
、
「
詔
戸
部
、
所
在
常

卒
淡
官
戸
紹
回
産
、
己
佃
未
佃
、
己
添
租
未
添
租
、
並
行
拘
枚
出
資
」
。

帥
『
{
木
史
』
倉
一
七
三
、
食
貨
上
て
由
民
因
。

日
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
元
年
一一一月一
一一
日
の
係
。

同
『
曾
要
』
官
問
、
乾
道
二
年
十
一
月
十
七
日
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
四
年
八
月
三
日
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
六
年
正
月
二
十
九
日
の
係
。

制

『曾
要
』
農
回
、
乾
道
六
年
二
月
一
日
の
係
、
及
び

『
曾
要
』
官
回
、

同
年
月
日
の
係
。

悶
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
七
年
正
月
十
七
日
の
係
。

帥
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
八
年
十
一
月
六
日
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
九
年
正
月
十
五
日
の
係
。
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関
『
曾
要
』
墾
田
、
淳
照
元
年
五
月
二
十
一
日
の
係
。

側
『
曾
要
』
宮
田
、
淳
照
三
年
二
月
二
十
四
日
の
係
。

帥
『
曾
要
』
官
回
、
淳
照
元
年
六
月
十
八
日
の
係
。

倒
『
曾
要
』
官
回
、
淳
照
六
年
二
月
三
日
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
田
、
淳
照
十
三
年
四
月
十
八
日
の
係
、
及
び
王
折
『
績
文

献
通
考
』
容
三
て
緒
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
淳
照
十
四
年
六
月
十
三
日
の
係
。

的
『
曾
要
』
官
回
、
紹
照
四
年
八
月
十
六
日
の
係
、
及
び
『
曾
要
』
官
田

慶
元
元
年
八
月
十
八
日
の
係
。

問
『
曾
要
』
官
回
、
嘉
泰
三
年
五
月
十
六
日
の
篠
o

m
『
文
献
通
考
』
・各
七
、
田
賦
七
、
官
因
。

同
『
曾
要
』
官
回
、
嘉
定
十
二
年
正
月
十
七
日
の
係
。

同
例
え
ば
案
説
友
の
『
東
塘
集
』
容
九
「
増
纏
常
卒
倉
米
疏
」
は
、
慶
元

元
年
(
一
一

O
O〉
の
波
官
戸
紹
回
出
寅
を
批
剣
し
、
租
佃
で
運
用
す
る

よ
う
求
め
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
新
東
七
州
の
波

宮
戸
紹
回
の
佑
僚
は
合
計
し
て
僅
か
に
十
二
高
貴
、
案
説
友
が
到
任
し
た

慶
元
二
年
の
質
上
額
は
四
菌
貫
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

同
こ
の
よ
う
な
一
括
整
理
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
、

例
え
ば
黄
款
の
『
勉
凝
集
』
省
二
九
、
行
獄
、
「
新
塗
申
臨
江
軍
及
諸
司
、

乞
申
朝
給
下
貿
過
職
回
銭
就
人
戸
取
回
」
に
、
「
乃
因
凌
元
年
間
嘗
有
朝

旨
、
出
費
官
田
、
所
謂
官
困
者
、
乃
籍
波
逃
死
無
主
之
回
、
而
非
職
田
之

謂
也
、
一
時
官
司
函
券
、
略
不
契
勘
、
形
勢
b
忠
合
弁
吾
骨
骨
、
仲
ル
職
酌

骨
子
島
骨
骨
、
途
使
一
千
二
百
徐
石
之
職
回
、
一
旦
蓋
嬰
而
篤
豪
民
之
回
」

と
い
う
よ
う
に
、
職
回
を
請
買
す
る
よ
う
な
形
勢
の
不
法
行
潟
が
多
く
な

っ
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
得
る
だ
ろ
う
。

間
例
え
ば
『
曾
要
』
墾
田
、
淳
照
元
年
五
月
二
十
一
日
「
ハ
湖
北
)
路
安

撫
曾
逮
言
、
営
団
不
可
出
費
、
利
害
尤
明
、
登
一
一
頃
裁
牧
穀
八
十
徐
積
、

若
出
費
債
銭
止
五
十
絹
、
不
可
以
五
十
絹
目
前
之
利
、
而
失
八
十
斜
毎
歳

之
入
」
。

同
『
長
編
』
省
二
三

O
、
照
寧
五
年
二
月
壬
子
の
僚
に
よ
る
と
、
後
官
回

は
赤
淡
の
地
で
毎
畝
三
寅
か
ら
二
貫
五
百
、
花
淡
の
地
で
二
貫
五
百
か
ら

二
貫
の
債
格
で
七
十
四
戸
が
承
買
し
て
い
る
。

側
『
曾
要
』
農
回
、
天
聖
三
年
十
月
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
建
炎
四
年
二
月
三
日
の
篠
等
。

制
草
野
靖
「
宋
代
の
刻
佃
」
(
『
史
州
』
一
一
〉
所
引
。

間
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
九
年
五
月
十
四
日
の
係
、
『
要
録
』
省
一

八
三、

紹
興
二
十
九
年
冬
十
月
己
卯
の
係
、
同
紹
興
三
十
年
夏
四
月
丁
丑

の
係
。

倒
『
曾
要
』
官
回
、
隆
輿
元
年
十
一
月
十
五
日
の
係
。

附

註

m参
照
。

倒
『
曾
要
』
農
田
、
天
聖
元
年
七
月
、
同
天
聖
三
年
十
月
、
同
天
聖
七
年

五
月
の
係
。

帥
『
曾
要
』
農
田
、
天
聖
七
年
五
月
の
係
。

制
『
曾
要
』
民
産
、
照
寧
十
年
〈
一

O
七
七
)
九
月
一
一
一
日
の
詔
に
「
出
頁

荘
産
、
並
依
郷
原
、
立
定
約
中
租
課
(
註
、
元
有
者
依
奮
〉
、
其
債
銭
、

係
朔
買
人
、
自
許
買
後
、
限
雨
箇
月
、
納
及
二
分
、
方
得
交
業
、
別
限
二

年
、
分
作
雨
限
、
元
佃
人
、
自
許
買
後
、
限
三
年
、
分
作
三
限
迭
納
、
以

上
毎
約
一
分
債
銭
、
卸
減
一
分
租
課
」

側
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
五
年
正
月
一
一
一
日
の
係
、
同
紹
興
二
十
八
年
十
月

十
七
日
の
係
。
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側
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
五
年
正
月
一
一一日の
係
。

ω
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
八
年
十
月
十
七
日
、
「
槌
設
遺
漸
東
提
刑

郡
大
受
言
、
・
・
縞
恐
、
近
日
銭
物
最
矯
難
得
、
銭
一
不
絡
、
便
至
段
官
、

則
人
不
敢
投
状
、
・
・
の
許
将
金
銀
依
時
刷
出
折
納
」
。

制
周
藤
吉
之
「
宋
代
の
雨
税
負
抱
」
(
『
中
園
土
地
制
度
史
研
究
』
所
牧
〉

参
照
。

開
註
回
参
照
。

闘
『
曾
要
』
官
回
、
淳
回
一十
年
十
月
十
七
日
、
「
湖
西
提
奉
王
向
之
言
、

只
卒
江
一
府
根
括
到
国
産
一
十
二
高
四
千
二
百
三
十
一
畝
一
角
九
歩
、
放

牧
官
租
二
高
一
千
二
百
三
十
三
石
一
斗
二
升
九
合
」
。

制
『
曾
要
』
官
回
、
淳
照
十
六
年
間
五
月
十
一
日
、
「
掘
削
西
提
患
司
史
蒲

正
言
、
其
淳
照
十
四
年
九
月
以
後
綴
牧
常
卒
複
官
回
産
、
依
己
降
指
揮
、

見
行
出
賀
、
其
問
未
登
田
向
有
二
高
一
千
絵
畝
、
品
倒
的
帆
官
租
二
千
五
百
徐

石」。

帥
『
曾
要
』
農
困
、
天
聖
元
年
八
月
十
二
日
、
「
伏
視
元
年
七
月
数
、
戸

紹
荘
回
、
検
覆
佑
償
、
隣
示
見
佃
戸
、
依
償
納
銭
、
潟
産
買
充
永
業
、
或

見
佃
戸
無
力
、
印
問
地
郷
、
地
郷
不
要
、
方
許
無
産
業
中
等
以
下
戸
全
戸

牧
買
」
。

側
『
曾
要
』
官
田
、
乾
道
三
年
間
七
月
二
十
五
日
、
「
戸
部
侍
郎
曾
懐
言
、

諸
路
未
買
泊
以
官
国
産
、
計
償
銭
一
百
四
十
除
政
貫
、
今
欲
乞
、
下
逐
路
常

卒
司
、
従
賞
佑
債
、
再
限
一
季
、
召
人
承
買
、
二
税
輿
苑
十
之
三
、
従
之
」。

胴
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
六
年
二
月
一
目
、
「
臣
僚
言
、
掘
削
西
・
江
東
・
准

東
諸
施
沙
田
麓
場
、
翁
有
力
之
家
請
佃
、
包
占
畝
歩
、
昨
竣
人
戸
供
具
、

計
二
百
八
十
像
前
畝
、
並
未
曾
起
理
租
謀
、
乞
行
下
佑
僚
出
費
、
従
之
」
。

ω
『
要
録
』
倉
一
八

O
、
紹
興
二
十
有
八
年
冬
+
月
笑
卯
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
九
年
七
月
二
十
七
日
、
戸
部
提
領
官
問
所

の
言
に
は
、
「
将
見
佃
賃
未
翼
団
宅
、
己
満
一
年
、
奥
理
矯
見
佃
賃
之
家
」

と
あ
り
、
一
年
以
上
租
佃
し
て
い
れ
ば
見
佃
人
と
み
な
し
て
い
る
。

側
「
地
郷
」
に
つ
い
て
は
天
聖
年
間
以
降
、
史
料
上
に
現
わ
れ
て
こ
な

ぃ
。
出
費
策
の
展
開
に
伴
っ
て
次
第
に
空
文
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

剛

註

帥
参
照
。

剛
『
曾
要
』
官
田
、
紹
興
十
二
年
十
月
二
十
一
日
の
係
。

剛
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
五
年
正
月
三
日
の
係
。

剛

『曾
要
』
官
問
、
紹
興
二
十
九
年
七
月
五
日
の
係
。

剛
『
曾
要
』
農
田
、
治
卒
四
年
十
一
月
の
係
。
註
闘
参
照
。

剛
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
五
年
正
月
一
一
一
日
の
係
。

馴
『
曾
要
』
検
回
、
「
詔
定
、
諸
諸
買
荒
陵
地
土
、
己
経
開
墾
、
弁
櫓
修

池
塘
提
岸
之
類
、
却
有
諸
般
詞
訟
、
但
合
断
腸
後
人
者
、
並
官
策
検
討
、

用
過
功
償
、
酬
還
前
人
、
其
櫓
蓋
合
屋
・
栽
植
竹
木
之
類
、
亦
償
英
直
、

願
訴
伐
者
聴
」
。

川
『
曾
要
』
農
田
、
政
和
元
年
十
月
二
十
日
の
係
。

剛
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
八
年
十
月
十
七
日
の
選
。

川
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
九
年
五
月
一
日
の
係
。

川
草
野
靖
氏
は
「
宋
代
官
回
の
租
種
管
業
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
八
|
一
〉

に
於
い
て
、
江
西
屯
田
に
於
け
る
「
立
償
交
佃
」
「
資
陪
」
の
封
象
債
銭

を
こ
の
工
本
銭
に
求
め
て
お
ら
れ
る
が
、
「
立
償
交
佃
」
の
債
は
高
橋
氏

註

ω論
文
に
於
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
田
債
そ
の
も
の
で
あ
る
。

国
債
の
二
分
(
乃
至
三
分
〉
に
見
積
ら
れ
る
工
本
銭
が
国
債
で
あ
り
得
る

は
ず
は
な
い
。
工
本
銭

1
功
直
を
国
債
の
二
分
に
見
積
る
と
い
う
慣
行
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は
、
官
田
出
費
策
の
中
で
叢
生
し
た
見
佃
人
優
遇
措
置
で
あ
り
、
従
っ
て

見
佃
人
が
そ
の
田
土
を
承
買
す
る
限
り
に
於
い
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
っ

て
、
所
謂
「
佃
槍
」
(
草
野
氏
の
い
う
「
租
種
管
業
権
」
)
と
は
全
く
無
関

係
で
あ
る
。

刷
『
曾
要
』
官
田
、
紹
興
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
の
檎
戸
部
侍
郎
趨
令

設
の
言
に
「
出
費
由
民
官
田
宅
、
見
有
承
佃
去
慮
、
仰
知
遇
令
佐
監
督
合
千

人
、
佑
定
質
償
、
奥
減
二
分
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
見
佃
人
で
あ
れ
ば
無
係

件
で
佑
債
の
二
分
を
減
じ
た
例
で
あ
る
が
、
同
年
七
月
の
戸
部
提
領
官
田

所
の
措
置
は
、
こ
の
方
式
を
-
訂
正
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

川
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
二
年
十
一
月
九
日
の
係
。

川
『
曾
要
』
官
回
、
乾
道
九
年
正
月
十
五
日
の
係
。

刷
『
曾
要
』
官
田
、
慶
元
元
年
八
月
十
八
日
の
係
。

川
『
曾
要
』
官
困
、
紹
興
二
十
九
年
七
月
五
日
の
係
、
向
、
紹
興
三
十
年

三
月
十
三
日
の
係
。

側
『
曾
要
』
官
回
、
紹
興
二
十
九
年
七
月
五
日
の
係
。

川
向
右
。

川
租
佃
田
の
ま
ま
、
将
来
の
典
買
に
際
し
て
は
税
田
同
様
に
扱
う
こ
と
が

で
き
る
と
し
た
例
は
、
北
宋
末
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
曾
要
』
農
田
、

宣
和
元
年
(
一
一
一
九
)
八
月
二
十
四
日
の
係
に

「
農
田
所
奏
、
態
新
西

州
豚
、
因
今
来
積
水
減
退
露
出
田
土
、
乞
一録
係
選
委
水
利
司
暗
暁
農
田
文

武
官
、
同
奥
知
佐
、
分
詣
郷
村
、
検
制
脚
標
記
、
除
人
戸
己
業
外
、
其
徐
遠

年
逃
回
・
天
荒
田
・
草
菊
変
蕩
及
湖
機
退
灘
沙
塗
等
地
、
並
打
量
地
歩
、

立
四
至

・
坐
落

・
著
望
郷
村
、
-
母
国
千
字
文
篤
腕
、
置
簿
拘
籍
、
以
回
隣

見
納
租
謀
、
比
撲
量
減
分
数
、
出
傍
限
一
百
日
、
召
人
質
封
投
獄
、
添
租

請
俗
、
限
満
析
封
、
給
租
多
之
人
、
毎
戸
給
一戸
砂
一
式
、
関
具
所
佃
色
・

歩
畝
・
著
笠
・
謄
納
租
課
、
か
帆
rtr典
費
、
骨
依
係
籍
回
一
酔
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、
制
到
象
と
な
る
回
土
が
「
積
水
減
退
」
に
よ
る
「
露
出
回
土
」
で

あ
り
、
己
業
外
の
田
土
の
地
籍
を
劉
定
し
、
租
謀
を
定
め
る
た
め
の
措
置

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
時
期
に
は
官
回
出
頁
策
は
と
ら
れ
て
い
な
か
っ

た。
宋
代
官
回
出
寅
策
略
年
表

ー
ー
は
出
頁
策
が
と
ら
れ
て
い
た
時
期
、

・
:
:
は
一
部
出
資
、
一
部
租
佃
の
時
期
、

l
iは
出
費
中
止
期
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

…
戸
紹
回
の
う
ち
、
肥
沃
な
も
の
は
租
佃
、
癖
土
は

天
稽
三
年
(
一

O
一
九
)
山
出
費
。

天
繕
五
年
(
一

O
一
一
一
〉
…
萄
の
戸
紹
回
、
全
面
出
質
。

天
聖
元
年
(
一

O
三

三

一
戸
紹
回
全
面
出
費
。
州
豚
官
の
佑
債
に
よ
る
。

天
聖
五
年
(
一

O
二
七
)
一
「
召
人
承
買
」
方
式
を
採
用
。

嘉
祐
二
年
(
一

O
五
七
)
一
庭
懇
倉
に
媛
入
、
租
佃
。

照
寧
二
年
(
一

O
六
九
)
一一
戸
紹
田
、
全
面
出
費
再
開
。

照
寧
七
年
(
一

O
七
四
)
一
提
刑
司
が
提
糖
、
「
賓
封
投
欣
」
方
式
を
採
用
。

一
「
諸
崎
零
不
成
片
段
回
土
」
は
戸
紹
法
に
よ
り
出

照
寧
八
年
(
一

O
七
五
)
一

貫。

附
表
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元
盟
元
年
(
一

O
七
八
〉

建
中
哨
図
元
年(二
O
O
)

政
和
元
年
(
一
一
一
一
〉

政
和
二
年
(
一
二
二
)

紹建 建
輿炎 炎
元四 元
年年年

一 O 七

紹
興
二
年
(
一
二
ニ
二
〉

紹
興
三
年
(
一
二
三
ニ
〉

紹
興
六
年
(
一
二
三
ハ
)

紹
型
一
O
年
(一

一
五

O
)

「
抵
笛
田
」
、

戸
紹
法
に
よ
り
出
頁
。

「折
納
回」
、
戸
紹
法
に
よ
り
出
資
。

天
荒
田

・
省
荘

・
駿
官
職
田
・

沙
国
産
場

・
好
回

等
も
出
資
。

官
回
出
寅
を
全
面
中
止
、
租
佃
。

茶
京

・
玉
獅
等
の
籍由民
団
、
出
寅
。

「
三
年
不
錦
」
の
回
、
戸
紹
法
に
依
る
。

波
宮
・
戸
紹
回
、
全
面
出
資
。
提
刑
司
提
糖
、

「賀
封
投
欣
」
方
式。

特
選
司
管
下
の
国
土
も
出
頁
。

三
年
を
経
た
「
荒
田
」
、
賊
徒
波
官
回
を
出
頁
。

「
江
滋
沙
回
」
「
海
退
泥
田
」
を
出
費
。

官
回
出
資
金
面
中
止
。
常
卒
司
に
拘
枚
、
租
佃
。

乾紹紹
道輿興
Jし プし/、、

年 年年
f司、 r、〆ー、

六五五
五九 八
、J 、ーノ 、ーノ

営管出
回田賀
を出再
全費関
面の、

出 議
買お

る

「
戸
部
提
領
官
田
所
」
を
設
置
。

乾
道
二
年
(
一
二
ハ
六
)
一
四
川
の
営
団
は
出
質
せ
ず
。

乾
道
四
年
(
一
二
ハ
八
)一

官
回
出
資
全
面
中
止
、
租
佃
。

一
王
縫
元
の
波
官
田
を
減
僚
出
資
。
祈
西

・
江
東

・

乾
道
六
年
(
一
一
七

O
)
…
准
東
の
沙
田
を
出
資
。

乾
道
八
年
(
一
一
七
三
)
…
雨
准

・
京
西
の
官
田
を
除
き
、
営
団
も
含
め
て
官

-

回
出
頁
再
開
。

淳
照
元
年
(
一
一
七
四
〉

一
湖
北
の
脇
田
田
は
出
資
せ
ず
。

淳
照
三
年
(
一
一

七
六
)
一
コ
戸
部
提
領
官
田
所
」
結
局
、
官
回
出
寅
中
止
。

淳
照
六
年
(
一
一
七
九
)
↑
波
宮
田
・

営
団・

沙
田
等
出
資
再
開
。

淳
照
三
年
(
一
一

八
六
〉
一
出
寅
中
止、

常
卒
司
に
拘
枚
、
租
佃
。

淳回一
一
四
年
(
一
一
八
七
)
↑
波
官
回
等
、
出
資
再
開
。

紹
照
四
年
(
一
一
九
一二)一

慶
元
元
年
(
一
一
九
五
)
↑

嘉
泰
三
年
(
一
二

0
=
c
-

嘉
定
元
年
(
一
二

O
八
〉
「
安
透
所
田
」
創
設
。
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The Policy of Alienation of OfficialLands 官田

　　　　　　　

in the Sung 宋Dynasty

Ｋαｍ芦ＳＭ　Ｓｈｉｍａｓｕｅ

　　

The land classifications into which official Sung lands fell were　of

many types, each with its own history, and gradually from the Northern

to the Southern Sung, ａ great deal of ｏ伍cial lands other than Ｖｕｎ-t’ｉｅｎ

屯田，　hｓｕeh-Ｖｉｅｎ　Ｓ田,and chih-t'ｉｅｎ職田were sold. This policy of ｏ伍cial

land alienation was one characteristic of the Sung's ｏ伍cial land policy.

If

　

we

　

ignore

　

this, then　l　believe　we　will　run　into　the danger　of

discussing

　

the

　

growth

　

of

　

cultivation

　

rights

　

and of trying to analyze

production relations at the same time as non-official lands or miルtなれ民

田. Under the policy of ｏ伍cial land alienation in cases where cultivators

purchased land whose value was set by an ｏ伍ｃｉａ１０ｒ by auction, he was

treated ｅχtremely well; however, when one lacked the capacity to purchase

the land, one was compelled by force to abandon it　漁'αルt'ien　劃田.

Taxes on purchased land were assessed in compliance with the　Ｈａｎｇ一功必

雨税system｡

　　

The fact that throughout the Sung so much official land was dealt

with under this policy indicates that the continuation of the cultivation of

ｏ伍cial land was always in an unstable state; in other words, unless one

bought the land that one was cultivating, gained ownership rights, and

recorded it in the land registers as land which was tａχed under the Ｈａｎｇ-

助詞system, then the rights to cultivation would not be guaranteed.
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